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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻における学生確保の見通

し及び申請者としての取組状況は以下の通りである。 

 

１．学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

① 学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

 神奈川県立保健福祉大学（以下、本学）大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベ

ーション専攻修士課程（以下、本研究科）は、急激な少子高齢化の進行、様々な保健医療課

題に対して、公衆衛生学を基盤としつつ、既存の概念にとらわれない起業家精神を持ち、科

学的根拠に基づいたアプローチによって社会変革に意を尽くすことができる国際的な人材

の養成を行う。本研究科では、プレゼンテーションや討議、能動的学修（アクティブ・ラー

ニング）を始めとした実践的な教育・研究を実施することから、少人数での教育が主である

と考え、入学定員 15 人、収容定員 30 人とする。この定員設定については、教育方法や環

境の他、公衆衛生分野における競合他大学院の動向や、大学生・社会人および企業・団体等

を対象としたアンケート調査の結果を踏まえ、社会的な需要などを総合的に判断し、設定を

行っており、定員充足に問題がないと判断している。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

１）競合他大学院の志願動向 

 平成 30 年 3 月時点において、関東圏に所在する公衆衛生学の修士課程（専門職学位課程

含む）は、国立大学 2 校と、私立大学 3 校となっている。各大学のホームページより、過去

3 年間の入学状況および在籍状況を調べた結果、平成 29 年度では 5 大学のうち 3 大学で定

員充足しており、また、全ての大学の入学者数は、本研究科が設定した入学定員 15 人を上

回る状況となっている。さらに、国立大学 2 校の志願者については、入学定員の約 2～3 倍

程度で推移しており、好調な状況が保たれている。（資料１：関東圏内の公衆衛生大学院の

募集状況） 

 

２）本学大学院の募集状況 

 以下の表１は、本学における保健福祉学研究科保健福祉学専攻（博士前期課程）の過去 3

年間における志願者の推移である。平成 29 年度より、同研究科の博士後期課程を設置した

ことで、修士課程を博士前期課程と名称の変更を行っている。なお、募集状況は以下の通り

で、いずれの年度においても堅調に推移しており、本学が行う研究・教育が受験生より高く

評価を得ていると考えている。本研究科においても、本学が行う研究・教育への評価を生か
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し、学生の確保を行うものとする。 

 

（表１：本学保健福祉学研究科保健福祉学専攻の志願者推移） 

名称 入学定員 H27年度 H28年度 H29年度 

保健福祉学研究科（修士課程） 20人 32人 22人 － 

保健福祉学研究科（博士前期課程） 20人 － － 32人 

 

３）アンケートの結果 

 本研究科の定員充足の見通しについて、第三者機関に依頼のもと、受験が想定される各対

象に向けてアンケート調査を実施した。アンケートの対象は本学に在学する大学生、本研究

科のプレ講座の受講生に加え、最終学歴が大学卒・大学院卒の社会人とした。大学生および

プレ講座受講生はアンケート用紙を配布し、回答後にその場で回収した。社会人へのアンケ

ートは WEB を活用し、より現実的な受験・入学意欲を把握するため、神奈川県および東京

都に居住する社会人に限定して行った。各アンケートの結果は以下の通りである。 

 

◆アンケート調査１：本学に在学する学生を対象としたアンケートの結果 

 本学に設置する4つの学科に在学する1年生から4年生を対象とし、668人の有効回答を得

た。668人に本研究科への受験意欲を質問したところ、「受験したい」に6人が回答した。

この「受験したい」と回答した6人に対し、合格した場合の入学意欲について回答を求め

た結果、2人が「入学したい」と回答、4人が「併願大学の結果によっては、入学したい」

と回答し、本研究科への入学意欲を示す回答が得られた。また、「将来、必要性を感じた

場合には受験したい」と回答した147人においても、74人が「入学したい」と回答、68人

が「併願大学の結果によっては、入学したい」と回答し、本研究科に対し、将来的な入学

意欲を示す回答を得られた。 

本研究科は平成 31 年（2019 年）4 月開設のため、本調査の回答者における初年次での受

験・入学が可能となる対象は、3 年生と 4 年生である。そこで、受験意欲と入学意欲の回答

を、3・4 年生のみで抽出をした。その結果、神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を

「受験したい」と回答した 3・4 年生は 4 人おり、そのうち、1 人が「入学したい」と回答、

3 人が「併願大学の結果によっては、入学したい」と回答し、強い入学意欲を示す回答を得

られた。（資料２：神奈川県立保健福祉大学「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイ

ノベーション専攻修士課程（仮称）」設置構想に係る大学生アンケート調査報告書） 

 

◆アンケート調査２：本研究科のプレ講座参加者を対象としたアンケートの結果 

 神奈川県が企画・実施した「県立保健福祉大学大学院ヘルスイノベーション研究科（仮

称）プレ講座」の受講生を対象とし、52人より有効回答を得た。52人のうち、本研究科を

受験したいと回答した25人のうち、76.0％にあたる19人が「合格した場合、入学したい」
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と回答し、予定する入学定員15人を上回る入学意欲を示す回答が得られた。（資料３：神

奈川県立保健福祉大学「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修

士課程（仮称）」設置構想に係る社会人アンケート調査報告書） 

 

 上記の調査１（大学生対象）、調査２（プレ講座参加者対象）で得られた結果から、本

研究科への受験・入学意欲をまとめると、以下の表２となる。なお、本学に在学する学生

については、前述の通り、初年次での受験・入学が可能となる対象は、3・4年生であるこ

とから、以下の表も3・4年生のみの回答を抽出している。 

 

 （表２：調査１・２で得られた本研究科への受験・入学意欲） 

対象 有効件数 受験したい 入学したい 
併願大学の結果に

よっては入学したい 

大学生 279人 4人 1人 3人 

プレ講座受講生 52人 25人 19人 3人 

合計 720人 29人 20人 6人 

  ※大学生の「有効件数」「受験したい」「入学したい」「併願大学の結果によっては入学したい」の回答数は3・4年

生のみ 

 

 本研究科の入学定員 15 人に対して 1.9 倍にあたる 29 人が受験意欲を示し、そのうち 20

人より強い入学意欲を示す回答を得られたことから、本研究科の学生確保は十分に見通し

があると考えられる。 

なお、調査２（資料３：神奈川県立保健福祉大学「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘ

ルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」設置構想に係る社会人アンケート調査報告書）

は、本研究科において行う授業をイメージし、模擬授業の形で一部を英語で開催した「県立

保健福祉大学大学院ヘルスイノベーション研究科（仮称）プレ講座」イベントの受講生を対

象として行ったものであるが、本イベントの受講生には別様式でのアンケート調査も行っ

ている。このアンケートでは、英語での講座を行った回の参加者を対象に、英語で行った講

座への満足度（アンケート項目(1)および(2)）と、英語の講座における履修への希望や理解

度（アンケート項目（5））を聞いている。当日は英語での講座を２回行ったが、そのうち１

回目の講座に対する満足度（アンケート項目(1)）は、「とても満足した」に 12 人、「満足し

た」に 20 人が回答しており、回答者 44 人のうち 72.7％が満足を示した。また、2 つ目の

講座（アンケート項目(2)）に対しても、「とても満足した」に 11 人、「満足した」に 16 人

が回答しており、回答者 44 人のうち 61.4％が満足を示した。さらに、英語での講座の理解

度（アンケート項目(5-3)）については、「全て理解できた」に 6 人、「おおむね理解できた」

に 24 人が回答しており、68.2％が理解できたと回答している。英語で開催される講義につ

いてどう思うかの質問（アンケート項目(5-1)）に対しては、「英語力に関わらず積極的に履
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修したい」に 25 人、「英語力に自信はないが出来る限り履修したい」に 15 人が回答してお

り、「英語力に自信がないので出来る限り履修しない」を回答した 2 人と比較し、英語で開

催される講義に対して、積極的な姿勢を示している。（資料８：「神奈川県立保健福祉大学大

学院ヘルスイノベーション研究科（仮称）プレ講座「Introduction to Health Innovation」

参加者アンケート結果」） 

調査２（資料３「神奈川県立保健福祉大学『大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイ

ノベーション専攻修士課程（仮称）』設置構想に係る社会人アンケート調査報告書」）では、

25 人が「受験したい」と回答し、そのうち 19 人が「入学したい」と回答しているが、資料

８（「神奈川県立保健福祉大学大学院ヘルスイノベーション研究科（仮称）プレ講座

「Introduction to Health Innovation」参加者アンケート結果」）より、英語で行われた講

座への満足度および理解度の高さに加え、英語で開催される講義への積極的な参加意欲に

ついて示していることから、本研究科の特色である積極的に開講される英語による授業（必

修科目 21 単位（うち、演習科目 8 単位分は日本語・英語両方で開講）を英語で開講するに

加え、選択科目についても英語による授業を複数科目開講）であっても、調査２で得られた

入学意欲への回答に影響はないと考えている。 

 

◆調査３：社会人を対象とした WEB アンケートの結果 

 WEB アンケートは、幅広い社会人における本研究科への受験・入学意欲を測ることを目

的とし、上記 2 つのアンケートを補完するために実施した。 

 本調査はインターネットを利用し、神奈川県および東京都に居住する社会人を対象にア 

ンケートを実施した。回答者は①22 歳から59 歳、②最終学歴が大学卒および大学院卒、

③居住地が神奈川県もしくは東京都、以上の条件に適合した8,007 人である。本研究科へ

の受験意欲をより明確にするため、回答者8,007 人には、“健康の増進”や“疾病の予防”等

に関する学問に興味があるか質問し、63.4％にあたる5,079 人が「興味はある」と回答し

た。この5,079 人に、大学院進学への興味について質問し、5,079 人のうち、37.5％にあ

たる1,907 人が「興味がある」と回答した。さらに、この1,907 人に対して本研究科への

受験意欲を質問し、1,907 人のうち、42.0％にあたる800 人が「受験したい」と回答して

おり、全回答者8,007人の10.0％にあたる回答者が本研究科への受験意欲を示した。さら

に、本研究科を受験したいと回答した800 人のうち、68.9％にあたる551 人が「合格した

場合、入学したい」と回答し、入学意欲を示す回答が得られた。（資料４：神奈川県立保

健福祉大学「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮

称）」入学意向に関するWEBアンケート調査報告書） 

 

 WEBアンケートにおいても、本研究科の入学定員15人を大きく上回る800人が受験意欲

を示し、そのうち551人が強い入学意欲を示した。この通り、WEBアンケートで得られた

多くの入学意欲に加え、本学の学生を対象としたアンケートでも、「将来、必要性を感じ
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た場合には受験したい」の回答が147人おり、そのうち142人が入学意欲を示していること

から、本研究科の学生の確保は、長期的かつ安定的に入学希望者が見込まれ、十分可能で

あると考えている。 

また、WEB アンケートでは英語で開催される講義への印象について質問しており、この

回答を本研究科に対して「合格した場合、入学したい」と回答した 551 人でクロス集計し

たところ、「自身の英語力に関わらず、積極的に履修したい」に 248 人、「英語力に自信はな

いが、出来る限り履修したい」に 236 人が回答し、入学意欲を示した 551 人のうち 87.8％

もの回答者が、英語で開講される講義に対して積極的な姿勢を示した。（資料９：神奈川県

立保健福祉大学「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程

（仮称）」入学意向に関する WEB アンケートのクロス集計（英語で開講する講義への印象

×入学意欲）） 

 

 設置の趣旨等を記載した書類でも述べた通り、本研究科では、世界的課題の解決や、国際

的人材の輩出を見据えた教育課程とするため、英語による授業を積極的に開講し、英語のみ

による単位履修を可能とする。具体的には、必修科目 21 単位（うち、演習科目 8 単位分は

日本語・英語両方で開講）を英語で開講するに加え、選択科目についても英語による授業を

複数科目開講することで、英語のみで修了要件である 42 単位を修得することを可能として

いる。これを踏まえて、本研究科では入学時に求める英語力を、TOEIC では 800 点以上、

TOEFL(iBT)では 70 点以上を目安としている。 

WEB アンケートでは、TOEIC 及び TOEFL(iBT)のスコアを質問しており、この回答と

本研究科へ入学意欲を示した回答でクロス集計を行ったところ、「入学したい」と回答した

551 人中、TOEIC のスコアを記載した 381 人のうち 75 人（19.7％）が入学目安の 800 点

以上と回答しており、また、TOEFL(iBT)ではスコアを記載した 215 人のうち 124 人（57.7％）

が入学目安の 70 点以上と回答している。（資料１０：神奈川県立保健福祉大学「大学院ヘ

ルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」入学意向に関する

WEB アンケートのクロス集計（英語スコア×入学意欲））。また、資料８（「神奈川県立保健

福祉大学大学院ヘルスイノベーション研究科（仮称）プレ講座「Introduction to Health 

Innovation」参加者アンケート結果」）でも、対象者に英語スコアを質問しているが、TOEIC

の英語スコアを回答した 17 人のうち半数以上の 9 人（52.9％）が入学目安の 800 点以上と

回答していることから、本研究科が入学時に求める英語力という視点からも、入学希望者は

十分に見込まれるものと考えている。 

なお、日本国内に所在する公衆衛生大学院のうち、長崎大学大学院熱帯医学・グローバル

ヘルス研究科ヘルスイノベーションコースでは、開講する講義全てが英語にて行われてい

るが、平成 30 年 6 月時点での収容定員 12 人のうち、在籍者数は 17 人（うち 13 人が留学

生）（長崎大学ホームページより参照）となっており、地域は異なるが、学生確保の可能性

を示している。また、聖路加国際大学大学院公衆衛生学研究科でも、英語による授業が展開
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されているが、資料１（関東圏内の公衆衛生大学院の募集状況）の通り、本研究科の入学定

員 15 人を上回る 35 人もの入学者がいる状況から、本研究科における学生確保が十分に可

能であることが伺える。 

また、公衆衛生学については、本学が長年養成している保健医療分野の他、医学、歯学、

薬学等の学士課程を修めた学生が多く進学していると思われる。一方で、本研究科で養成す

る人材は、リサーチャー・ビジネスパーソン・アドミニストレータ-・ポリシーメーカーと

幅広い領域にまたがっていることから、健康や医療、シンクタンク、コンサルタント、公務

など、様々な業界で従事する社会人を主なターゲットとしており、これら多くの業界で従事

する社会人は、当然ながら様々な学士課程を修了していることが想定される。そのため、社

会人については、どのような学士課程を修めたかについての制限を特別行わずに受け入れ

を図ることで、安定的な学生の確保を行っていく。 

 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

１）授業料 

授業料は、神奈川県立保健福祉大学条例（平成 14 年 12 月 条例第 67 号）により定めら

れている学部生及び大学院修士課程学生と同様に、本研究科についても年間 535,800 円と

する。  

 

２）入学料 

入学料は、神奈川県立保健福祉大学条例（平成 14 年 12 月 条例第 67 号）により定めら

れている既設の大学院修士課程学生と同様に、本研究科についても県内居住者 282,000円、

県外居住者 564,000 円とする。  

 

３）検定料 

検定料は、神奈川県立保健福祉大学条例（平成 14 年 12 月 条例第 67 号）により定めら

れている既設の大学院修士課程学生と同様に、本研究科についても検定料 30,000 円とする。  

 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

ア 不特定対象者への広報の方法 

本学にて開催されるオープンキャンパス（年 1 回）や大学院説明会（年 1 回）にて大学院

受験相談窓口を設け、大学院担当教員、事務職員などが対応する。また本学ホームページや

県のホームページにより情報を積極的に発信する。また電話やホームページ上にての相談

窓口を設置し、質問等に対する回答を行う予定である。  

 

イ 現役学生への広報 
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保健福祉系大学へリーフレットを郵送し、掲示を依頼する予定である。 また、本学の在

学生に対しても、説明会などを行う予定である。 

 

ウ 企業・医療機関等の従事者への広報 

 県内・都内の医療機器や製薬を始めとした企業やシンクタンク、医療機関、行政機関など

リーフレットを配布し、一部の企業・医療施設等において、広報を予定している。また、本

学では就職説明会を年 1 回開催しているが、その説明会へ参加している企業・医療施設担

当者に対し、リーフレットの配布、説明を行う。 

 

 

２．人材需要の動向等社会の要請 

 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 急激な少子高齢化の進行、様々な保健医療課題に直面する中、健康寿命の延伸や未病を改

善して市民一人一人が生きがいを持った人生を送ることができる社会を実現するためには、

既存の概念にとらわれない課題解決の方策が必要であるという認識のもと、本研究科では、

起業家精神を持ち、科学的根拠に基づいたアプローチによって社会変革に意を尽くすこと

ができる国際的人材を養成する。具体的には、下記のような人材を養成する。 

【リサーチャー】 技術革新や、その基礎となる技術の研究・開発ができる人材 

【ビジネスパーソン】 革新的な技術を具体的に産業化できる人材 

【アドミニストレータ】 組織管理に革新を起こし、効果的・効率的な保健医療サービスの提

供ができる人材 

【ポリシーメーカー】 組織・人材などを繋ぎ、保健医療課題の解決に資する新たな仕組み

を作ることができる人材 

 

 

② ①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

 

ア 政府・公的機関等による報告書 

 平成 23年 9月に日本学術会議 基礎医学委員会・健康・生活科学委員会合同パブリック

ヘルス科学分科会が提言した、『わが国の公衆衛生向上に向けた公衆衛生大学院の活用と機

能強化』によると、「わが国は新たな健康・医療問題及び環境リスクや食の安全の問題など

に直面（P.1）」しており、「このような様々な健康・医療問題への対応は、わが国の喫緊の

課題であり、人間集団の健康を対象にした調査・分析の手法を身につけ、保健医療に関わる

社会制度や社会自然環境が人々の健康や安全に及ぼす影響を体系的に理解し、政策立案・マ

ネジメント能力に優れた、より高度な公衆衛生の専門家養成が求められている（P.1）」と公
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衆衛生学を修得した人材の必要性について提言している。また、同提言では公衆衛生大学院

修了者の進路として、「公衆衛生行政（国、自治体、国際機関）、企業・団体の健康管理部門、

医療機関や医療・製薬産業、保険団体、非営利組織、シンクタンク・コンサルタント業など

で公衆衛生専門家として働くことや、さらに博士課程に進み、公衆衛生分野の教育研究職に

つくことなどが想定される（P.6）」と、多様な分野への進路が示されている。海外における

公衆衛生専門大学院修了者の事例においても、「行政（国、自治体、国際機関）、企業・自治

体の試験研究機関、医療機関、医療産業、保険団体、非営利組織、シンクタンク・コンサル

タント業などで専門家・専門スタッフとして働く者や、さらに博士課程に進み、研究者、教

育者、より高度な専門家になる者などがいる（P.2）」と示されており、国内外において健康・

医療問題に対応できる人材の需要が、多様な分野において求められていることが分かる。 

 わが国が抱える様々な問題のうち、もっとも対応が急務なのは高齢化社会への対応であ

る。内閣府の『平成 29年度版高齢社会白書』によると、わが国の総人口は平成 28年 10月

1 日時点で、1 億 2,693 万人であり、そのうち 27.3％にあたる 3,459 万人が 65 歳以上とな

っている。65歳以上人口の割合は、今後も上昇が続き、平成 77年には 38.4％に達し、国民

の約 2.6人に 1人が 65歳以上となる社会が到来すると推計している。神奈川県では、平成

27 年時点での高齢化率（総人口における 65 歳以上人口の割合）が 23.9％のところ、平成

52 年には 35.0％と、25 年後には 11.1 ポイント伸びると予測され、高齢化率の伸びは全国

の中でも 3番目に高い数値であることから、高齢化への様々な対応が急務となっている。ま

た、高齢化のみならず、出生数の減少による総人口数および生産年齢人口の減少も指摘され

ており、わが国の総人口は平成 65年には 1億人を割り、平成 77年には 8,808万人に減少、

生産年齢人口も平成 28 年の 7,656 万人から、平成 77 年には 4,529 人と大幅な減少が予測

されており、わが国が取り巻く社会は、今後約 50年間で急激な変化が待っている状況であ

る。（資料５：平成 29年度版高齢社会白書 P.2～8） 

 このような状況の下、内閣府では、『未来投資戦略 2017』において、わが国の中長期的な

成長を実現させる鍵は社会課題の解決であるとし、健康寿命の延伸を重要な分野の一つと

している。この健康寿命の延伸に向けた具体的な施策として、「技術革新を活用し、健康管

理と病気・介護予防、自立支援に軸足を置いた、新しい健康・医療・介護システムの構築

（P.39）」や「産学官民が一体となった健康維持・増進の取組促進（P.44）」、「日本発の優れ

た医療薬・医療機器等の開発・事業化（P.44）」の他、「グローバル市場の獲得、国際貢献

（P.46）」が挙げられている。また、神奈川県においても、ヘルスケア・ニューフロンティ

ア政策を推進している。この政策は、超高齢社会の到来によって訪れる、かつて経験したこ

とのない急激な社会変化を乗り越え、誰もが健康で長生きできる社会を実現するため、「未

病の改善」と「最先端医療・最新技術の追求」という二つのアプローチによって新たな社会

システムを構築することで、健康寿命日本一と新たな市場・産業の創出を目指すものである

（資料６：神奈川県 未病がつくる健康長寿社会）。このように、国や自治体では高齢化社会

を迎えるにあたり、技術革新の活用や追及が重要な施策の一つであると示している。本研究
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科の養成する人材は上記の通りであるが、公衆衛生の専門性を備えつつ、技術革新を行える

人材は、わが国や自治体が抱える高齢化を始めとした諸課題の解決に向けて、重要な役割を

果たせると考えている。 

 

イ 第三者機関実施による企業・医療施設等へのアンケート調査 

 企業や団体における、本研究科で養成する人材の需要について、第三者機関に依頼のもと、

アンケート調査を実施した。アンケートの対象および手法についてだが、神奈川県内の病院

や本研究科の周辺に拠点をおく企業に対してはアンケート用紙を郵送、未病産業研究会に

加入し、担当者のメールアドアレスが把握している企業には WEBを活用し、それぞれ実施し

た。各アンケートの結果は以下の通りである。（資料７：神奈川県立保健福祉大学「大学院

ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」設置構想に係る

人材需要アンケート調査報告書） 

 

◆神奈川県内の病院および近隣企業等へのアンケート調査 

 神奈川県内の 200 床以上ある病院（県立病院を除く）と、キャンパスとして予定する川

崎市殿町に拠点を設ける企業、東京都もしくは神奈川県に本社/支社を持つ主要な製薬・医

療機器企業、計 155 件を対象とし、31 件の回答を得た。31 件のうち、本研究科の修了生

について、1 件（3.2％）が「採用したい」、15 件（48.4％）が「採用を検討したい」と回

答し、合計で 16 件（51.6％）が採用意欲を示した。地域別に「採用したい」「採用を検討

したい」への回答をみると、「神奈川県」は 13 件、「東京都」は 2 件、「その他」は 1 件

と、キャンパスを予定する川崎市周辺に所在する企業・団体より、一定の採用意欲を示す

回答を得られた。また、採用意欲を示した 16 件に対して、採用可能と思われる人数の記

載を求めたところ、合計で 12 人の採用が見込まれることがわかった。 

 

◆未病産業研究会に加入している企業・団体へのアンケート調査 

 未病産業研究会に加入する企業・団体、507 件を対象とし、23 件の回答を得た。23 件

のうち、本研究科の修了生について、2 件（8.7％）が「採用したい」、18 件（78.3％）が

「採用を検討したい」と回答し、合計で 20 件（87.0％）が採用意欲を示した。地域別に

「採用したい」「採用を検討したい」への回答をみると、「神奈川県」は 7 件、「東京都」

は 10 件と、キャンパスを予定する川崎市周辺に所在する企業・団体より、一定の採用意

欲を示す回答を得られた。また、「埼玉県」「静岡県」「愛知県」もそれぞれ 1 件が「採用

を検討したい」と回答しており、近隣でない企業・団体も採用意欲を示した。また、採用

意欲を示した 20 件に対して、採用可能と思われる人数の記載を求めたところ、合計で 19

人の採用が見込まれることがわかった。 
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 上記2つのアンケート調査で得られた結果から、本研究科修了生に対する採用意欲をま

とめると、以下の表３となる。 

 

 （表３：２つのアンケート調査で得られた本研究科修了生の採用意向） 

対象 回収件数 採用をしたい 採用を検討したい 採用意欲の合計 

病院・近隣の企業 31件 1件 15件 16件 

未病産業研究会 23件 2件 18件 20件 

合計 54件 3件 33件 36件 

 

 2 つのアンケートの回収件数 54 件のうち、「採用したい」に 3 件、「採用を検討したい」

に 33 件が回答し、合計で回収件数 54 件の 66.7％にあたる、36 件より採用を示す回答を得

られた。また、採用意欲を示した 36 件に対して質問した、採用可能と思われる人数につい

ては、合計で 31 人となり、本研究科における入学定員 15 人を上回る採用意欲を示す回答

を得られた。 

 

以上の通り、本研究科が養成する人材は、公衆衛生大学院修了者の進路が多様であること

と、わが国や自治体による社会的な動向を踏まえていることに加え、アンケート調査の結果

から、社会的、地域的に求められる人材であり、修了後の活躍が十分に期待されているもの

と考えている。 
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【資料１】関東圏内の公衆衛生大学院の募集状況

【国立大学】

志願者 入学者 充足率 志願者 入学者 充足率 志願者 入学者 充足率

医科学

公衆衛生学

ヒューマン・ケア科学

１年コース

2年コース

【私立大学】

在籍者 充足率 在籍者 充足率 在籍者 充足率

１年コース 10 10 10 100.0% 8 80.0% 13 130.0%

2年コース 10 20 15 75.0% 14 70.0% 24 120.0%

入学者 充足率 入学者 充足率 入学者 充足率

看護学 看護学

公衆衛生学

医療マネジメント

スポーツマネジメント学

志願者 入学者 充足率 志願者 入学者 充足率 志願者 入学者 充足率

聖路加国際大学大学院 公衆衛生学 修士 公衆衛生学 ― 50 ― ― ― ― ― ― 41 35 70.0%

＊各大学HPより参照

40 35 87.5% 37 92.5%

54 108.0%92

92 33 110.0%

35

77 32

H28（春） H29（春）

87.5%

106.7%

99 56 112.0%

帝京大学大学院 公衆衛生学 専門職学位 公衆衛生学

専門職学位 公共健康医学東京大学大学院 医学系 30 91 29 96.7%

慶應義塾大学大学院

修士 フロンティア医科学人間総合科学筑波大学大学院

大学院名 研究科名 課程 専攻

公衆衛生・スポーツ健康科学
修士健康マネジメント

コース等

研究科名 課程 専攻

90

入学定員
H27（春）

50

入学定員

45

H29H28H27

大学院名 研究科名 課程 専攻 コース等 入学定員 収容定員
H27 H28 H29

コース等大学院名

90.0%

H27 H27
入学定員

H27
大学院名 研究科名 課程 専攻 コース等
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１ 調査の概要 

 

◆調査の目的 ： 本調査は、神奈川県立保健福祉大学が平成 31年 4月設置に向けて構想中

の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士

課程（仮称）」の学生確保の見通しを、大学外の公正な第三者機関により

アンケートを用いて測ることを目的とする。 

  

◆調 査 期 間 ： 平成 29年 11月 

 

◆調 査 対 象 ： 神奈川県立保健福祉大学に在学する大学生を調査対象とした。 

 

◆調 査 方 法 ： 対象である神奈川県立保健福祉大学の在学生にアンケート用紙を配布の

上、回答後に責任者が回収した。 

 

◆調 査 内 容 ： アンケート項目は全 10問で、全て選択肢式とした。 

        主な質問内容は、以下の通りである。 

         『回答者の基本情報（性別・居住地・学科・学年）について』 

         『回答者における神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院ヘルスイ

ノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）へ

の評価、受験意欲について』 

 

◆配 布 件 数 ： 1,000件 

◆有 効 件 数 ： 668件  （回収件数 677件 ／ 有効件数率 98.7％ ） 

        ※問１、問２、問３、問４の無回答者については無効回答とした。 
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２ 全質問項目の集計結果  

※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100.0％

と一致しない。 

 

2～5ページは、アンケートで回答を得た 668人の回答結果に基づく全質問項目の集計結

果である。 

 

問１  あなたの性別をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 男性 81 12.1%  

 2 女性 587 87.9%  

  計 668 100.0%  

      

      

問２  あなたが住んでいる都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 神奈川県 639 95.7%  

 2 東京都 21 3.1%  

 3 千葉県 1 0.1%  

 4 埼玉県 1 0.1%  

 5 その他 6 0.9%  

  計 668 100.0%  

      

      

問３  あなたの所属する学科をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 看護学科 187 28.0%  

 2 栄養学科 152 22.8%  

 3 社会福祉学科 238 35.6%  

 4 リハビリテーション学科 91 13.6%  

  計 668 100.0%  
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問４  あなたの学年をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 1年生 221 33.1%  

 2 2年生 168 25.1%  

 3 3年生 109 16.3%  

 4 4年生 170 25.4%  

  計 668 100.0%  

      

      

問５  大学卒業後に志望してる進路をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 668人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 医療施設・社会福祉施設に就職 524 78.4%  

 2 一般企業に就職 148 22.2%  

 3 公務員 201 30.1%  

 4 大学院へ進学 43 6.4%  

 5 海外留学 22 3.3%  

 6 その他 3 0.4%  

      

      

問６  あなたは神奈川県立保健福祉大学が構想中の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノ 

ベーション専攻修士課程（仮称）」を受験したいと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 受験したい 6 0.9%  

 2 将来、必要を感じた場合には受験したい 147 22.0%  

 3 受験しない 506 75.7%  

   無回答 9 1.3%  

  計 668 100.0%  

      

      

以下の問７～９は、問６で「１．受験したい」「２．将来、必要を感じた場合には受験したい」を 

選択した 153人が回答対象である。 
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問７  神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士 

課程（仮称）」を受験したい理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 153人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 教育内容に興味・関心があるから 84 54.9%  

 2 養成する人材像に共感できるから 20 13.1%  

 3 希望するキャリアに近づけるから 34 22.2%  

 4 少人数制の教育でじっくり学べるから 23 15.0%  

 5 神奈川県や近隣企業と連携しているから 18 11.8%  

 6 国際的に通用する学位（ＭＰＨ）が授与されるから 24 15.7%  

 7 その他 6 3.9%  

  無回答 6 3.9%  

      

      

問８  神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士 

課程（仮称）」で、特にどの分野の教育研究に関心がありますか。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 
公衆衛生学の５領域（疫学、生物統計学、社会行動学、保健医療管

理学、環境保健学）に関する分野 
46 30.1%  

 2 保健医療政策や法律、医療機関のマネジメント 39 25.5%  

 3 創薬や新規治療技術の創造に関する専門知識や統計手法 23 15.0%  

 4 
保健医療分野に於けるビジネス戦略やプレゼンテーション等の実践

的なスキル 
40 26.1%  

   無回答 5 3.3%  

  計 153 100.0%  

      

      

問９  あなたは神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション 

専攻修士課程（仮称）」に合格した場合、入学したいですか。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 合格した場合、入学したい 76 49.7%  

 2 合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい 72 47.1%  

  無回答 5 3.3%  

  計 153 100.0%  
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以下の問 10は、問６で「２．受験しない」を選択した 506人が回答対象である。  

      

      

問 10 あなたが神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション 

専攻修士課程（仮称）」を「受験しない」とされた理由をお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 506人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 就職を希望しているから 404 79.8%  

 2 他の大学院・研究科への進学を希望しているから 25 4.9%  

 3 更に詳細を知った上で検討したいから 70 13.8%  

 4 社会人経験後に進学を検討したいから 22 4.3%  

 5 通学が不便そうだから 52 10.3%  

 6 その他 43 8.5%  

  無回答 15 3.0%  
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３ 集計結果のポイント 

※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100.0％

と一致しない。 

 

● 回答者の約９割が女性、１割が男性。 

 

回答者 668人のうち、女性が 587人（87.9％）、男性が 81人（12.1％）であった。 

 

グラフ 回答者の性別 （「問１」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ほぼすべての回答者が神奈川県の居住者。 

 

回答者 668人のうち、95.7％にあたる 639 人が神奈川県に居住していると回答した。回

答対象者が神奈川県立保健福祉大学の在学生であることに加え、同大学が構想する大学院

は神奈川県川崎市殿町での設置を予定しており、ほぼすべての回答者が、通学するのに現

実的な地域に居住していることから、調査結果の適性は十分に担保している。 

 

グラフ 回答者の居住地 （「問２」結果より） 

 

 

  

男性, 

81人, 

12.1%

女性, 

587人, 

87.9%

神奈川県, 

639人, 

95.7%

東京都, 21人, 3.1%

千葉県, 1人, 0.1% 埼玉県, 1人, 0.1%

その他, 6人, 0.9%
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● 神奈川県立保健福祉大学の全学科生より回答。 

 

神奈川県立保健福祉大学が設置する全学科（看護学科、栄養学科、社会福祉学科、リハ

ビリテーション学科の 4 学科）に在籍する学生より、回答が得られた。なお、もっとも回

答が多い学科は、回答者 668 人のうち、238 人（35.6％）が回答した「社会福祉学科」と

なっている。 

 

グラフ 回答者が在籍する学科（「問３」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 全学年より回収。回答がもっとも多い学年は「１年生」で 3割が回答。 

 

回答者 668人のうち、33.1％にあたる 221 人が「１年生」で、本調査においてもっとも

多い構成となっている。それ以外の学年は、「２年生」が 168人（25.1％）、「３年生」が 109

人（16.3％）、「４年生」が 170 人（25.4％）となっている。なお、神奈川県立保健福祉大

学が構想中の大学院は平成 31年（2019年）4月開設であるため、本調査の「3年生」と「4

年生」が初年度から、「１年生」と「２年生」が開設後以降の入学が可能である。 

 

グラフ 回答者の学年（「問４」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

  

看護学科, 

187人, 

28.0%

栄養学科, 

152人, 

22.8%

社会福祉学科, 

238人, 35.6%

リハビリテーション学科, 

91人, 13.6%

１年生, 

221人, 

33.1%

２年生, 

168人, 

25.1%

３年生, 

109人, 

16.3%

４年生, 

170人, 

25.4%
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● 大学卒業後に志望する進路として、1割弱が「大学院へ進学」と回答。 

 

回答者 668 人に、大学卒業後に志望する進路を複数選択で質問したところ、もっとも多

い回答は 78.4％にあたる 524人が回答した、「医療施設・社会福祉施設に就職」であった。

「大学院へ進学」は 6.4％にあたる 43人が回答した。 

 

グラフ 大学卒業後に志望する進路（「問５」結果より） ※複数回答の結果、回答の多い順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 神奈川県立保健福祉大学が構想する大学院に 6人が「受験したい」と回答。 

 

回答者 668人のうち、0.9％にあたる 6人が、神奈川県立保健福祉大学が構想する大学院

ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）を「受験したい」

と回答した。また、22.0％にあたる 147人が「将来、必要性を感じた場合には受験したい」

と回答し、合計で 22.9％にあたる 153人より受験意欲を示す回答を得られた。 

 

グラフ 神奈川県立保健福祉大学が構想する大学院への受験意欲（「問６」結果より） 

 

 

 

 

 

  

3人

22人

43人

148人

201人

524人

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人 350人 400人 450人 500人 550人

その他

海外留学

大学院へ進学

一般企業に就職

公務員

医療施設・社会福祉施設に就職

受験したい, 6人, 0.9%

将来、必要を感じた場

合には受験したい, 

147人, 22.0%

受験しない, 506人, 

75.7%

無回答, 9人, 1.3%
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● 受験を希望する理由として、「教育内容に興味・関心があるから」を選択。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院に対して受験意欲を示した 153 人に、その理

由について質問したところ、54.9％にあたる 84 人が「教育内容に興味・関心があるから」

と回答し、選択肢の中で回答が目立った。（複数回答の結果） 

 

グラフ 受験を希望する理由（「問７」結果より）※複数回答の結果、回答の多い順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 興味ある教育研究として、3割が「公衆衛生の 5領域」と回答。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院の教育研究分野として、30.1％にあたる 46人

が「公衆衛生学の 5領域に関する分野」と回答し、もっとも多い回答であった。また、「保

健医療分野に於けるビジネス戦略やプレゼンテーション等の実践的なスキル」に 40 人

（26.1％）、「保健医療政策や法律、医療機関のマネジメント」に 39人（25.5％）が回答し、

以上の 3分野においてほぼ同数の回答であった。 

 

グラフ 興味ある教育研究（「問８」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6人

6人

18人

20人

23人

24人

34人

84人

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人 90人 100人

その他

無回答

神奈川県や近隣企業と連携しているから

養成する人材像に共感できるから

少人数制の教育でじっくり学べるから

国際的に通用する

学位（ＭＰＨ）が授与されるから

希望するキャリアに近づけるから

教育内容に興味・関心があるから

公衆衛生学の５領

域に関する分野, 

46人, 30.1%

保健医療政策や法律、

医療機関のマネジメント, 

39人, 25.5%

創薬や新規治療技術の

創造に関する専門知識や

統計手法, 23人, 15.0%

保健医療分野に於けるビ

ジネス戦略やプレゼンテー

ション等の実践的なスキル, 

40人, 26.1%

無回答, 5人, 3.3%
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● 3・4年生のうち、1人が構想中の大学院に「入学したい」と回答。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベー

ション専攻修士課程（仮称）を「受験したい」と回答した 6 人に対し、合格した場合の入

学意欲について回答を求めた結果、2人が「入学したい」と回答、4人が「併願大学の結果

によっては、入学したい」と回答し、同大学院への入学意欲を示す回答が得られた。また、

「将来、必要性を感じた場合には受験したい」と回答した 147人においても、74人が「入

学したい」と回答、68 人が「併願大学の結果によっては、入学したい」と回答し、同大学

院に対し、将来への入学意欲を示す回答を得られた。 

構想中の大学院は平成 31年（2019年）4月開設のため、本調査の回答者における初年次

での受験・入学が可能となる対象は、3年生と 4年生である。そこで、受験意欲と入学意欲

の回答を、3・4 年生のみで抽出をした。その結果、神奈川県立保健福祉大学が構想中の大

学院を「受験したい」と回答した 3・4 年生は 4 人おり、そのうち、1 人が「入学したい」

と回答、3人が「併願大学の結果によっては、入学したい」と回答し、強い入学意欲を示す

回答を得られた。 

 

 

グラフ 受験意欲別・神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院への入学意欲（「問９」結果より） 

 

 【問６で「受験したい」と回答した 6人】 
【問６で「将来、必要性を感じた場合には受験し

たい」と回答した 147人】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

合格した場合、

入学したい, 2人, 

33.3%

合格した場合、併願

大学の結果によって

は入学したい, 4人, 

66.7%

合格した場合、入

学したい, 74人, 

50.3%

合格した場合、

併願大学の結

果によっては入

学したい, 68人, 

46.3%

無回答, 5人, 3.4%
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グラフ 学年別・神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院への入学意欲（「問９」結果より） 

 

【抽出条件：3・4年生】 

選択項目 

受験したい 
将来、必要を感じた場合には受

験したい 

回答数 構成比 回答数 構成比 

入学したい 1 25.0% 42 52.5% 

併願大学の結果によっては入学したい 3 75.0% 37 46.3% 

無回答 0 0.0% 1 1.3% 

合計 4 100.0% 80 100.0% 

 

 

【抽出条件：1・2年生】 

選択項目 

受験したい 
将来、必要を感じた場合には受

験したい 

回答数 構成比 回答数 構成比 

入学したい 1 50.0% 32 47.8% 

併願大学の結果によっては入学したい 1 50.0% 31 46.3% 

無回答 0 0.0% 4 6.0% 

合計 2 100.0% 67 100.0% 
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● 70人が「更に詳細を知った上で検討したいから」と回答。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベー

ション専攻修士課程（仮称）を「受験しない」と回答した 506 人にその理由を質問したと

ころ、79.8％にあたる 404 人が「就職を希望しているから」と回答し、もっとも多い回答

であった。また、各項目のうち、13.8％にあたる 70人が「更に詳細を知った上で検討した

いから」、4.3％にあたる 22人が「社会人経験後に進学を検討したいから」と回答しており、

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーシ

ョン専攻修士課程（仮称）への受験について、可能性を示す回答を得られた。（複数回答の

結果） 

 

 

グラフ 構想中の大学院に受験しない理由（「問 10」結果より）※複数回答の結果、回答の多い順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の結果より、神奈川保健福祉大学が平成 31年（2019年）4月に設置構想中である

「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」の学生

確保の見通しは、初年度および将来的に、一定の受験・入学意欲を示す回答を得られたた

め、学生の確保は十分に可能であると判断できる。 

 

15人

43人

22人

25人

52人

70人

404人

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人 350人 400人 450人

無回答

その他

社会人経験後に進学を検討したいから

他の大学院・研究科への進学を

希望しているから

通学が不便そうだから

更に詳細を知った上で検討したいから

就職を希望しているから



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 

 

 

「神奈川県立保健福祉大学大学院 ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程 

(仮称) 設置構想に係る大学生アンケート調査」 用紙 



- 13 -

設 置 構 想 に 係 る 大 学 生 ア ン ケ ー ト 調 査

（対象： 神奈川県立保健福祉大学の在学者）

神奈川県立保健福祉大学は、平成31（2019）年に、「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベー

ション専攻修士課程（仮称）」の設置を構想しています。

本学では皆様の進路やキャリアについての率直な考えをお聞きし、大学院修士課程の構想に反映させていきたい

と考えています。

このアンケートの回答は、設置構想にあたっての統計資料ならびに文部科学省への提出資料としてのみ活用する

ものであり、個人を特定することや他の目的に使用することは一切ありません。以上の趣旨を踏まえ、ご協力のほ

ど、よろしくお願いいたします。

※このアンケート調査は神奈川県から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。

問１ あなたの性別をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

１． 男性 ２．女性

ヘルスイノベーション研究科 ヘルスイノベーション専攻

（仮称・設置構想中）

神奈川県立保健福祉大学大学院

問４ あなたの学年をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

問２ あなたが住んでいる都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

１． 神奈川県 ２．東京都 ３． 千葉県

４． 埼玉県 ５．その他（ ）

問５ 大学卒業後に志望している進路をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

１． 医療施設・社会福祉施設に就職 ２．一般企業に就職 ３． 公務員

４． 大学院へ進学 ５．海外留学 ６． その他（ ）

問３ あなたの所属する学科をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

１． 看護学科 ２．栄養学科 ３． 社会福祉学科

４． リハビリテーション学科

１． １年生 ２．２年生 ３． ３年生

４． ４年生
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ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻

研

究

科

の

教

育

と

特

色

以下はヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻（仮称）の概要です。

公衆衛生学の十分な知識と多様な先端領域に関する技術を学び、健康課題を解決する。

研

究

科

の

概

要

■開設時期：２０１９(平成３１)年 ■開設場所：神奈川県川崎市（保健福祉大学殿町キャンパス）

■修業年限：２年 ■入学定員：１５人

■取得学位：修士（公衆衛生学） ※英訳 Master of Public Health

■養成する人材像：①科学的根拠に基づき、技術や社会システムの革新などを通じ、保健医療分野における社会的な課題を

解決できる能力を身につけた人材

②健康増進や未病対策等、エビデンスに基づく健康寿命延伸に向けた現実的な政策提言や新たな技術

開発等を可能とする技術と能力を身につけた人材

③プレゼンテーションやデザイン思考、コンセンサスビルディング、コミュニティ・オーガナイジングなどイノ

ベーションに向けたあらゆる実務に共通して求められる基礎的なスキルを身につけた人材

（仮称・設置構想中）

【研究科の特色】

○ 主に夜間や土曜で授業を実施し、一部Eラーニングでの受講も可能とするなど、働きながら学べるよう教育環境を配慮。

○ 通常2年での修了を、3～4年でも可能とする長期履修制度を導入。

○ 経験豊富な教員による、英語での授業も開講。

○ 少人数制によるメリットを活かして、大学院生一人ひとりを手厚くサポート。

○ 神奈川県内の様々な企業・研究機関とフィールド実習や共同研究などで連携。

修
了
後
の
進
路

本研究科で身につけた能力を、多様な分野で活かすことが期待されます。

【研究科で実施される教育の内容】

○ 製薬企業、ヘルスケア関連企業、金融機関、ＩＴ関連企業などの従事者

○ 公的機関の職員（地方自治体、海外の公的機関の公衆衛生行政担当など）

○ 研究者（大学、研究機関、企業の研究者など）

○ 保健医療機関の従事者、管理経営者（病院、診療所など）

※ 上記の内容は構想中のものであり 、変更となる場合があります 。

ヘルスイノベーション研究科では、公衆衛生学の専門科目に加えて、次世代・次々世代社会をみすえたイノベーションを牽

引する人材を育成するため、学生の興味関心に応じて、以下の内容を分野横断的に幅広く学ぶことができます。

共通科目
保健医療分野におけるイノベーションの基礎となる、未病の考え方や、データサイエンスなどにつ

いて学ぶ。

公衆衛生学専門科目

公衆衛生学のコアとなる５領域（疫学、生物統計学、社会行動科学、保健医療管理学、環境保健

学）を学ぶ。

さらに、公共政策学や医療経済学の分野から、保健医療政策とビジネスの基礎に関する知識や手

法を学ぶ。

応用科目
保健医療分野におけるテクノロジー、臨床研究、ビジネス・経営等に関する最先端の授業を通じ、

保健医療分野におけるイノベーション創造のために必要な知識を学ぶ。

実習・特別研究科目
プレゼンテーションやリーダーシップ論などの実践的なスキルを学ぶほか、学生の興味関心に応じ

たフィールド実習や課題研究（修士論文）に取り組む。
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4ページにも質問がございます。

大学名・学部名・学科名
所在地

入学金 授業料 その他 初年度学費

神奈川県立保健福祉大学大学院

ヘルスイノベーション研究科（仮称）

神奈川県川崎市

県内居住者 282,000

県外居住者 564,000
535,800 ―

県内居住者 817,800

県外居住者 1,099,800

国立大学大学院 282,000 535,800 ― 817,800

帝京大学大学院 公衆衛生学研究科

東京都板橋区
250,000 560,000 210,000 1,020,000

慶応義塾大学大学院 健康マネジメント研究科

神奈川県藤沢市
0 1,570,000 70,600 1,640,600

聖路加国際大学 公衆衛生大学院

東京都中央区

1年コース

400,000

1,700,000

300,000

2,400,000

2年コース 1,200,000 1,900,000

3年コース 800,000 1,500,000

初

年

度

学

費

（

他

の

大

学

院

含

む

）

（円）

※ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻（仮称）の学費は予定です。

※他の大学院の学費は各大学ホームページ掲載情報に基づきます（2017年6月時点）。

※その他、諸会費が必要な場合があります。

ア

ク

セ

ス

（
保
健
福
祉
大
学
殿
町
キ
ャ
ン
パ
ス
）

ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科横 浜

東 京

品 川

小
島
新
田

川
崎
／
京
急
川
崎

電車 約２０分

電車 約１２分

電車 約１０分

電車 約１０分 徒歩 約１５分

国際戦略特区（※）に指定された川崎市川崎区殿町で教育を受けます。（住所：川崎市川崎区殿町3丁目地区）

（※）ライフサイエンス・環境分野における世界最高水準の研究開発から新産業を創出する「国際戦略拠点」として特区に指定されています。

※ 上記の内容は構想中のものであり 、変更となる場合があります 。

左記・上記の概要をご覧の上、質問にお答えください。

問６
あなたは神奈川県立保健福祉大学が構想中の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士

課程（仮称）」を受験したいと思いますか。（あてはまるもの１つに○）

１． 受験したい

２． 将来、必要を感じた場合には受験したい

３． 受験しない

問８１・２の方は にお答えください。

３の方は にお答えください。問10

問７ 問９
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質問は以上となります。ご協力いただきありがとうございました。

問９
あなたは神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮

称）」に合格した場合、入学したいですか。（あてはまるもの１つに○）

１． 合格した場合、入学したい

２． 合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい

問７ 神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」を

受験をしたい理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

以下の問７・問８・問９は、問６で「１または２」を回答した方がお答えください。

問８
神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」で、

特にどの分野の教育研究に関心がありますか。（あてはまるもの１つに○）

１． 公衆衛生学の５領域（疫学、生物統計学、社会行動学、保健医療管理学、環境保健学）に関する分野

２． 保健医療政策や法律、医療機関のマネジメント

３． 創薬や新規治療技術の創造に関する専門知識や統計手法

４． 保健医療分野におけるビジネス戦略やプレゼンテーション等の実践的なスキル

以下の問10は、問６で「３」を回答した方がお答えください。

１． 教育内容に興味・関心があるから ２． 養成する人材像に共感できるから

３． 希望するキャリアに近づけるから ４． 少人数制の教育でじっくり学べるから

５． 神奈川県や近隣企業と連携しているから ６． 国際的に通用する学位（MPH）が授与されるから

７． その他（ ）

問10
あなたが神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮

称）」を「受験しない」とされた理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

１． 就職を希望しているから ２． 他の大学院・研究科への進学を希望しているから

３． 更に詳細を知った上で検討したいから ４． 社会人経験後に進学を検討したいから

５． 通学が不便そうだから ６． その他（ ）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県立保健福祉大学 

「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」 

設置構想に係る社会人アンケート調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 1月 

 

株式会社高等教育総合研究所 
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１ 調査の概要 

 

◆調査の目的 ： 本調査は、神奈川県立保健福祉大学が平成 31年 4月設置に向けて構想中

の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士

課程（仮称）」の学生確保の見通しを、大学外の公正な第三者機関により

アンケートを用いて測ることを目的とする。 

  

◆調 査 期 間 ： 平成 29年 10月 

 

◆調 査 対 象 ： 神奈川県が企画・実施した、「県立保健福祉大学大学院ヘルスイノベー  
ション研究科（仮称）プレ講座」の受講生を調査対象とした。 

 

◆調 査 方 法 ： 対象である講座受講生にアンケート用紙を配布の上、回答後に責任者が

回収した。 

 

◆調 査 内 容 ： アンケート項目は全 10問で、9問が選択肢式、1問が記述式とした。         主な質問内容は、以下の通りである。          『回答者の基本情報（性別・居住地・職業・最終学歴）について』          『回答者における神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院ヘルスイ
ノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）へ

の評価、受験意欲について』 

 

◆配 布 件 数 ： 80件 

◆有 効 件 数 ： 52件  （回収件数 53件 ／ 有効件数率 98.1％ ）         ※問３の無回答者については無効回答とした。 
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２ 全質問項目の集計結果  

※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100.0％

と一致しない。 

 

2～5ページは、アンケートで回答を得た 52人の回答結果に基づく全質問項目の集計結果

である。  
問１  あなたの性別をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 男性 30 57.7%  

 2 女性 22 42.3%  

  計 52 100.0%  

      

問２  あなたが住んでいる都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 神奈川県 26 50.0%  

 2 東京都 18 34.6%  

 3 千葉県 4 7.7%  

 4 埼玉県 4 7.7%  

 5 その他 0 0.0%  

  計 52 100.0%  

      

問３  あなたの年齢をお答えください。（枠内に記入） 

 ※ 記述のあった回答を以下の区分にて集計した。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 18-20歳 1 1.9%  

 2 21-25歳 4 7.7%  

 3 26-30歳 4 7.7%  

 4 31-35歳 8 15.4%  

 5 36-40歳 6 11.5%  

 6 41-45歳 11 21.2%  

 7 46-50歳 6 11.5%  

 8 51-55歳 7 13.5%  

 9 55-60歳 4 7.7%  

 10 60歳以上 1 1.9%  

  計 52 100.0%  
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問４  あなたの職業をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 会社員（一般社員） 10 19.2%  

 2 会社員（管理職） 9 17.3%  

 3 会社経営者・役員 5 9.6%  

 4 公務員・教職員・団体職員 7 13.5%  

 5 医師・獣医師 1 1.9%  

 6 薬剤師 2 3.8%  

 7 看護師・保健師・助産師 5 9.6%  

 8 その他の医療職 4 7.7%  

 9 医療機関事務職 0 0.0%  

 10 学生 8 15.4%  

 11 その他 1 1.9%  

  計 52 100.0%  

      

      

問５  あなたの最終学歴（在学中の方は見込み含む）をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 高校卒 3 5.8%  

 2 専門学校卒 2 3.8%  

 3 短期大学卒 2 3.8%  

 4 高専卒 0 0.0%  

 5 大学卒  26 50.0%  

 6 大学院（修士）卒 12 23.1%  

 7 大学院（博士）卒 5 9.6%  

 8 その他 2 3.8%  

  計 52 100.0%  

      

      

問６  あなたは神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション 

専攻修士課程（仮称）」を受験したいと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 受験したい 25 48.1%  

 2 受験したくない 26 50.0%  

   無回答 1 1.9%  

  計 52 100.0%  
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以下の問７、問８は、問６で「１．受験したい」を選択した 25人が回答対象である。  

      

問７  あなたが神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション 

専攻修士課程（仮称）」を受験したい理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 25人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 教育内容に興味・関心があるから 21 84.0%  

 2 養成する人材像に共感できるから 11 44.0%  

 3 希望するキャリアに近づけるから 9 36.0%  

 4 少人数制の教育でじっくり学べるから 8 32.0%  

 5 神奈川県や近隣企業と連携しているから 5 20.0%  

 6 国際的に通用する学位（ＭＰＨ）が授与されるから 5 20.0%  

 7 その他 4 16.0%  

      

      

問８  神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士 

課程（仮称）」で、特にどの分野の教育研究に関心がありますか。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 
公衆衛生学の５領域（疫学、生物統計学、社会行動学、保健医療管

理学、環境保健学）に関する分野 
5 20.0%  

 2 保健医療政策や法律、医療機関のマネジメント 4 16.0%  

 3 創薬や新規治療技術の創造に関する専門知識や統計手法 4 16.0%  

 4 
保健医療分野に於けるビジネス戦略やプレゼンテーション等の実践

的なスキル 
9 36.0%  

   無回答 3 12.0%  

  計 25 100.0%  

      

      

問９  あなたは神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション 

専攻修士課程（仮称）」に合格した場合、入学したいですか。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 合格した場合、入学したい 19 76.0%  

 2 合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい 3 12.0%  

  無回答 3 12.0%  

  計 25 100.0%  
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以下の問 10は、問６で「２．受験しない」を選択した 26人が回答対象である。  

      

      

問 10 あなたが神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション 

専攻修士課程（仮称）」を「受験しない」とされた理由をお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答 26人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 大学院に通う余裕がないから 6 23.1%  

 2 他の大学院・研究科への進学を希望しているから 2 7.7%  

 3 更に詳細を知った上で検討したいから 9 34.6%  

 4 数年後に進学を検討したいから 6 23.1%  

 5 通学が不便そうだから 2 7.7%  

 6 その他 9 34.6%  

  無回答 2 7.7%  
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３ 集計結果のポイント 
※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100.0％

と一致しない。 

 

● 回答者の 6割が男性、4割が女性。 

 

回答者 52人のうち、男性が 30人（57.7％）、女性が 22人（42.3％）であった。 

 

グラフ 回答者の性別 （「問１」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 回答者の 5割が神奈川県に居住、約 3割が東京都に居住。 

 

回答者 52人のうち、50.0％にあたる 26人が「神奈川県」、34.6％にあたる 18人が「東

京都」に居住していると回答した。神奈川県立保健福祉大学が構想する大学院は、神奈川

県川崎市殿町での設置を予定しており、本調査の回答者の 8 割が、同キャンパスに比較的

近い地域の居住者となっている。 

 

グラフ 回答者の居住地 （「問２」結果より） 

 

 

  

男性, 

30人, 

57.7%

女性, 

22人, 

42.3%

神奈川県, 

26人, 

50.0%東京都, 18人, 

34.6%

千葉県, 4人, 7.7%

埼玉県, 4人, 

7.7%
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● 幅広い年齢層からの回答の中、もっとも多いのは「41-45歳」で全体の 2割。 

 

回答者 52人の年齢構成を、18歳から 60歳以上の 10区分で分けると、「41-45歳」がも

っとも多く、11人（21.2％）であった。回答者が 1人であった「18-20歳」と「60歳以上」

を除く 8区分にて複数回答があり、幅広い年齢における回答者での構成となっている。 

 

グラフ 回答者の年齢（「問３」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 回答者の約 4割が「会社員」。 

 

回答者 52人のうち、もっとも多い職業は「会社員（一般社員）」で 10人（19.2％）が回

答した。また、「会社員（管理職）」も 9人が回答しており、36.5％にあたる 19人が会社員

となっている。なお、設定した 11項目のうち、10項目に回答があり、様々な職業による回

答結果となっている。 

 

グラフ 回答者の職業（「問４」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

  

18-20歳, 1人, 1.9%

21-25歳, 4人, 7.7%

26-30歳, 4人, 7.7%

31-35歳, 8人, 

15.4%

36-40歳, 6人, 

11.5%

41-45歳, 11人, 

21.2%

46-50歳, 6人, 

11.5%

51-55歳, 7

人, 13.5%

55-60歳, 4人, 7.7%

60歳以上, 1人, 1.9%

会社員（一般

社員）, 10人, 

19.2%

会社員（管理職）, 

9人, 17.3%

会社経営者・役員, 5人, 

9.6%

公務員・教職員・団体職員, 7人, 13.5%

医師・獣医師, 1人, 1.9%

薬剤師, 2人, 3.8%

看護師・保健師・

助産師, 5人, 9.6%

その他の医療職, 4人, 

7.7%

学生, 8人, 

15.4%

その他, 1人, 1.9%
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● 回答者の半数が「大学卒」。 

 

回答者 52人のうち、もっとも多い最終学歴は「大学卒」で 50.0％にあたる 26人であっ

た。また、「大学院（修士）卒」が 2番目に多く、12人（23.1％）であった。 

 

グラフ 回答者の学歴（「問５」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 神奈川県立保健福祉大学が構想する大学院を 25人が「受験する」と回答。 

 

回答者 52 人のうち、48.1％にあたる 25 人が、神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学

院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）を「受験した

い」と回答した。 

 

グラフ 神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院への受験意欲（「問６」結果より） 

 

 

 

 

 

  

高校卒, 3人, 5.8%

専門学校卒, 2人, 3.8%

短期大学卒, 2人, 3.8%

大学卒 , 

26人, 50.0%

大学院（修士）

卒, 12人, 

23.1%

大学院（博士）卒, 

5人, 9.6%

その他, 2人, 3.8%

受験したい, 

25人, 48.1%

受験したくない, 

26人, 50.0%

無回答, 1人, 1.9%
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● 受験を希望する理由として、「教育内容に興味・関心があるから」を選択。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を受験したいと回答した 25人に、その理由に

ついて質問したところ、84.0％にあたる 21人が「教育内容に興味・関心があるから」と回

答し、選択肢の中で回答が目立った。（複数回答の結果） 

 

グラフ 受験を希望する理由（「問７」結果より）※複数回答の結果、回答の多い順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 興味ある教育研究として、約 4割が「実践的なスキル」と回答。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院の教育研究分野として、36.0％にあたる 9 人

が「保健医療分野に於けるビジネス戦略やプレゼンテーション等の実践的なスキル」と回

答し、4つの選択肢の中で、回答が目立った。 

 

グラフ 興味ある教育研究（「問８」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

  

4人

5人

5人

8人

9人

11人

21人

0人 5人 10人 15人 20人 25人

その他

国際的に通用する学位（ＭＰＨ）が授与されるから

神奈川県や近隣企業と連携しているから

少人数制の教育でじっくり学べるから

希望するキャリアに近づけるから

養成する人材像に共感できるから

教育内容に興味・関心があるから

公衆衛生学の５領

域に関する分野, 

5人, 20.0%

保健医療政策や法

律、医療機関のマネ

ジメント, 4人, 16.0%

創薬や新規治療技術の

創造に関する専門知識や

統計手法, 4人, 16.0%

保健医療分野に於ける

ビジネス戦略やプレゼ

ンテーション等の実践

的なスキル, 9人, 36.0%

無回答, 3人, 12.0%
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● 神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院に、19人が「入学したい」と回答。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を受験したいと回答した 25人のうち、76.0％

にあたる 19 人が「合格した場合、入学したい」と回答し、予定する入学定員 15 人を上回

る入学意欲を示す回答が得られた。 

また、入学意欲を示した 19人を職業別でみると、「会社員（一般社員）」、「会社員（管理

職）」、「会社経営者・役員」、「看護師・保健師・助産師」でそれぞれ 3人が入学意欲を示し

たのをはじめ、それ以外の職業でも入学意欲を示す回答が得られた。 

 

グラフ 神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院への入学意欲（「問９」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ 職業別・神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院への入学意欲（「問４」と「問９」結果より） 

 

 

年齢 

合格した場合、入学したい 
併願大学の結果に 

よっては入学したい 

 

 回答数 構成比 回答数 構成比  

 会社員（一般社員） 3 15.8% 1 33.3%  

 会社員（管理職） 3 15.8% 1 33.3%  

 会社経営者・役員 3 15.8% 0 0.0%  

 公務員・教職員・団体職員 1 5.3% 0 0.0%  

 医師・獣医師 1 5.3% 0 0.0%  

 薬剤師 1 5.3% 0 0.0%  

 看護師・保健師・助産師 3 15.8% 0 0.0%  

 その他の医療職 2 10.5% 1 33.3%  

 学生 2 10.5% 0 0.0%  

 合計 19 100.0% 3 100.0%  

 

合格した場合、

入学したい, 19

人, 76.0%

合格した場合、併

願大学の結果に

よっては入学した

い, 3人, 12.0%

無回答, 3人, 12.0%
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● 9人が「更に詳細を知った上で検討したいから」と回答。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベー

ション専攻修士課程（仮称）を「受験しない」と回答した 26人にその理由を質問したとこ

ろ、もっとも多い 9 人が「更に詳細を知った上で検討したいから」と回答しており、同大

学院への受験について、可能性を示す回答を得られた。（複数回答の結果） 

 

グラフ 構想中の大学院に受験しない理由（「問 10」結果より）※複数回答の結果、回答の多い順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の結果より、神奈川県立保健福祉大学が平成 31年（2019年）4月に構想中である

「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」の学生

確保の見通しは、入学意欲を示す回答が予定する入学定員を上回ったため、学生の確保は

十分に可能であると判断できる 

 

2人

9人

2人

2人

6人

6人

9人

0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人

無回答

その他

他の大学院・研究科への

進学を希望しているから

通学が不便そうだから

大学院に通う余裕がないから

数年後に進学を検討したいから

更に詳細を知った上で検討したいから



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 

 

 

「神奈川県立保健福祉大学大学院 ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程 

(仮称) 設置構想に係る社会人アンケート調査」 用紙 
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設 置 構 想 に 係 る 社 会 人 ア ン ケ ー ト 調 査

（対象 ： プレ講座にご参加の方）

神奈川県立保健福祉大学は、平成31（2019）年に、「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベー

ション専攻修士課程（仮称）」の設置を構想しています。

本学では皆様の今後のキャリアについて率直な考えをお聞きし、大学院修士課程の構想に反映させていきたいと

考えています。

このアンケートの回答は、設置構想にあたっての統計資料ならびに文部科学省への提出資料としてのみ活用する

ものであり、個人を特定することや他の目的に使用することは一切ありません。以上の趣旨を踏まえ、ご協力のほ

ど、よろしくお願いいたします。

※このアンケート調査は神奈川県から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。

問１ あなたの性別をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

１． 男性 ２．女性

ヘルスイノベーション研究科 ヘルスイノベーション専攻

（仮称・設置構想中）

神奈川県立保健福祉大学大学院

問４ あなたの職業をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

問２ あなたが住んでいる都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

１． 神奈川県 ２．東京都 ３． 千葉県

４． 埼玉県 ５．その他（ ）

問５ あなたの最終学歴（在学中の方は見込み含む）をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

１． 高校卒 ２．専門学校卒 ３． 短期大学卒

４． 高専卒 ５．大学卒 ６． 大学院（修士）卒

７． 大学院（博士）卒 ８．その他（ ）

問３ あなたの年齢をお答えください。（枠内に記入）

１． 会社員（一般社員） ２．会社員（管理職） ３． 会社経営者・役員

４． 公務員・教職員・団体職員 ５．医師・獣医師 ６． 薬剤師

７． 看護師・保健師・助産師 ８．その他の医療職 ９． 医療機関事務職

１０． 学生 １１．その他（ ）

歳
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ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻

研

究

科

の

教

育

と

特

色

以下はヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻（仮称）の概要です。

公衆衛生学の十分な知識と多様な先端領域に関する技術を学び、健康課題を解決する。

研

究

科

の

概

要

■開設時期：２０１９(平成３１)年 ■開設場所：神奈川県川崎市（保健福祉大学殿町キャンパス）

■修業年限：２年 ■入学定員：１５人

■取得学位：修士（公衆衛生学） ※英訳 Master of Public Health

■養成する人材像：①科学的根拠に基づき、技術や社会システムの革新などを通じ、保健医療分野における社会的な課題を

解決できる能力を身につけた人材

②健康増進や未病対策等、エビデンスに基づく健康寿命延伸に向けた現実的な政策提言や新たな技術

開発等を可能とする技術と能力を身につけた人材

③プレゼンテーションやデザイン思考、コンセンサスビルディング、コミュニティ・オーガナイジングなどイノ

ベーションに向けたあらゆる実務に共通して求められる基礎的なスキルを身につけた人材

（仮称・設置構想中）

【研究科の特色】

○ 主に夜間や土曜で授業を実施し、一部Eラーニングでの受講も可能とするなど、働きながら学べるよう教育環境を配慮。

○ 通常2年での修了を、3～4年でも可能とする長期履修制度を導入。

○ 経験豊富な教員による、英語での授業も開講。

○ 少人数制によるメリットを活かして、大学院生一人ひとりを手厚くサポート。

○ 神奈川県内の様々な企業・研究機関とフィールド実習や共同研究などで連携。

卒
業
後
の
進
路

本研究科で身につけた能力を、多様な分野で活かすことが期待されます。

【研究科で実施される教育の内容】

○ ビジネスパーソン（製薬企業、ヘルスケア関連企業、金融、ＩＴなど）

○ 公的機関の職員（地方自治体、海外の公的機関の公衆衛生行政担当など）

○ 研究者（大学、研究機関、企業の研究者など）

○ 保健医療機関の従事者、管理経営者（病院、診療所など）

※ 上記の内容は構想中のものであり 、変更となる場合があります 。

ヘルスイノベーション研究科では、公衆衛生学の専門科目に加えて、次世代・次々世代社会をみすえたイノベーションを牽

引する人材を育成するため、学生の興味関心に応じて、以下の内容を分野横断的に幅広く学ぶことができます。

共通科目
保健医療分野におけるイノベーションの基礎となる、未病の考え方や、データサイエンスなどにつ

いて学ぶ。

公衆衛生学専門科目

公衆衛生学のコアとなる５領域（疫学、生物統計学、社会行動科学、保健医療管理学、環境保健

学）を学ぶ。

さらに、公共政策学や医療経済学の分野から、保健医療政策とビジネスの基礎に関する知識や手

法を学ぶ。

応用科目
保健医療分野におけるテクノロジー、臨床研究、ビジネス・経営等に関する最先端の授業を通じ、

保健医療分野におけるイノベーション創造のために必要な知識を学ぶ。

実習・特別研究科目
プレゼンテーションやリーダーシップ論などの実践的なスキルを学ぶほか、学生の興味関心に応じ

たフィールド実習や課題研究（修士論文）に取り組む。
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4ページにも質問がございます。

大学名・学部名・学科名
所在地

入学金 授業料 その他 初年度学費

神奈川県立保健福祉大学大学院

ヘルスイノベーション研究科（仮称）

神奈川県川崎市

県内居住者 282,000

県外居住者 564,000
535,800 ―

県内居住者 817,800

県外居住者 1,099,800

国立大学大学院 282,000 535,800 ― 817,800

帝京大学大学院 公衆衛生学研究科

東京都板橋区
250,000 560,000 210,000 1,020,000

慶応義塾大学大学院 健康マネジメント研究科

神奈川県藤沢市
0 1,570,000 70,600 1,640,600

聖路加国際大学 公衆衛生大学院

東京都中央区

1年コース

400,000

1,700,000

300,000

2,400,000

2年コース 1,200,000 1,900,000

3年コース 800,000 1,500,000

初

年

度

学

費

（

他

の

大

学

院

含

む

）

（円）

※ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻（仮称）の学費は予定です。

※他の大学院の学費は各大学ホームページ掲載情報に基づきます（2017年6月時点）。

※その他、諸会費が必要な場合があります。

ア

ク

セ

ス

（
保
健
福
祉
大
学
殿
町
キ
ャ
ン
パ
ス
）

ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科横 浜

東 京

品 川

小
島
新
田

川
崎
／
京
急
川
崎

電車 約２０分

電車 約１２分

電車 約１０分

電車 約１０分 徒歩 約１５分

国際戦略特区（※）に指定された川崎市川崎区殿町で教育を受けます。（住所：川崎市川崎区殿町3丁目地区）

（※）ライフサイエンス・環境分野における世界最高水準の研究開発から新産業を創出する「国際戦略拠点」として特区に指定されています。

※ 上記の内容は構想中のものであり 、変更となる場合があります 。

左記・上記の概要をご覧の上、質問にお答えください。

問６
あなたは神奈川県立保健福祉大学が構想中の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士

課程（仮称）」を受験したいと思いますか。（あてはまるもの１つに○）

１． 受験したい

２． 受験しない

問８１の方は にお答えください。

２の方は にお答えください。問10

問７ 問９
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質問は以上となります。ご協力いただきありがとうございました。

問９
あなたは神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮

称）」に合格した場合、入学したいですか。（あてはまるもの１つに○）

１． 合格した場合、入学したい

２． 合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい

問７ 神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」を

受験をしたい理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

以下の問７・問８・問９は、問６で「１．受験したい」と回答した方がお答えください。

問８
神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」で、

特にどの分野の教育研究に関心がありますか。（あてはまるもの１つに○）

１． 公衆衛生学の５領域（疫学、生物統計学、社会行動学、保健医療管理学、環境保健学）に関する分野

２． 保健医療政策や法律、医療機関のマネジメント

３． 創薬や新規治療技術の創造に関する専門知識や統計手法

４． 保健医療分野におけるビジネス戦略やプレゼンテーション等の実践的なスキル

以下の問10は、問６で「２．受験しない」と回答した方がお答えください。

１． 教育内容に興味・関心があるから ２． 養成する人材像に共感できるから

３． 希望するキャリアに近づけるから ４． 少人数制の教育でじっくり学べるから

５． 神奈川県や近隣企業と連携しているから ６． 国際的に通用する学位（MPH）が授与されるから

７． その他（ ）

問10
あなたが神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮

称）」を「受験しない」とされた理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

１． 大学院に通う余裕がないから ２． 他の大学院・研究科への進学を希望しているから

３． 更に詳細を知った上で検討したいから ４． 数年後に進学を検討したいから

５． 通学が不便そうだから ６． その他（ ）
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１ 調査の概要 

 

◆調査の目的 ： 本調査は、神奈川県立保健福祉大学が平成 31年 4月設置に向けて構想中

の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士

課程（仮称）」の学生確保の見通しを、大学外の公正な第三者機関により

アンケートを用いて測ることを目的とする。 

  

◆調 査 期 間 ： 平成 29年 11月 

 

◆調 査 対 象 ： 神奈川県・東京都に在住する、最終学歴が大学卒もしくは大学院卒の社

会人を対象に、インターネット調査会社（株式会社クロス・マーケティ

ング）協力のもと、アンケートを実施。調査対象者の選定条件は以下の

通り。         
 

◆調 査 方 法 ： インターネットを利用したアンケートで、回答者はパソコンおよびタブ

レットなどを使用して回答。 

 

◆調 査 内 容 ： アンケート項目はスクリーニング 8問、対象者限定の 10問、全 18問で、

全て選択肢式とした。         主な質問内容は、以下の通りである。          『回答者の基本情報（性別・居住地・職業）について』          『回答者における神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院ヘルスイ
ノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）へ

の入学意欲について』 

 

◆調 査 件 数： 8,007件 

 

  

調査会社に登録するモニターのうち、配信後期間内（1週間）に回答があった者の中から、  ・年齢：22歳から 59歳  ・最終学歴：大学卒および大学院卒  ・居住地：神奈川県もしくは東京都 

以上の条件に適合した 8,007人のうち、 

（1）“健康の増進”や“疾病の予防”等に関する学問に興味がある 

（2）大学院への進学に興味がある 

（3）神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を受験したい 

と回答した 800人が本質問の回答対象となっている。 
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２ 全質問項目の集計結果  

※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100.0％

と一致しない。 

 

2～9ページは、アンケートで回答を得た 8,007人の回答結果に基づく全質問項目の集計

結果である。  
SC１  あなたの性別をお答えください。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 女性 4,712 58.8%  

 2 男性 3,295 41.2%  

  計 8,007 100.0%  

      

      

SC２  あなたの年齢をお答えください。 

 ※ 回答結果を以下の区分で集計した    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 22～25歳 443 5.5%  

 2 26～30歳 982 12.3%  

 3 31～35歳 1,159 14.5%  

 4 36～40歳 1,335 16.7%  

 5 41～45歳 992 12.4%  

 6 46～50歳 1,207 15.1%  

 7 51～55歳 1,058 13.2%  

 8 56～59歳 831 10.4%  

  計 8,007 100.0%  

      

      

SC３  あなたの職業をお答えください。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 会社勤務（一般社員） 3,275 40.9%  

 2 会社勤務（管理職） 945 11.8%  

 3 会社経営者・役員 183 2.3%  

 4 公務員・教職員・非営利団体職員 487 6.1%  

 5 医師・獣医師 54 0.7%  

 6 薬剤師 32 0.4%  
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 7 看護師・保健師・助産師 28 0.3%  

 8 その他の医療職 28 0.3%  

 9 医療機関の事務職 16 0.2%  

 10 派遣社員・契約社員 360 4.5%  

 11 自営業（商工サービス） 295 3.7%  

 12 ＳＯＨＯ 97 1.2%  

 13 農林漁業 4 0.0%  

 14 専門職（弁護士・税理士等） 78 1.0%  

 15 パート・アルバイト 601 7.5%  

 16 専業主婦 829 10.4%  

 17 大学生・大学院生 150 1.9%  

 18 無職 338 4.2%  

 19 その他の職業 207 2.6%  

  計 8,007 100.0%  

      

      

SC４  あなたの最終学歴をお答えください。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 中学卒 0 0.0%  

 2 高校卒 0 0.0%  

 3 専門学校卒 0 0.0%  

 4 短大卒 0 0.0%  

 5 高専卒 0 0.0%  

 6 大学卒 7,047 88.0%  

 7 大学院卒 960 12.0%  

 8 上記以外 0 0.0%  

  計 8,007 100.0%  

      

      

SC５  あなたのお住まいをお答えください。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

  東京都 5,162 64.5%  

  神奈川県 2,845 35.5%  

  計 8,007 100.0%  
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SC６  あなたは“健康の増進”や“疾病の予防”等に関する学問に興味はありますか。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 興味はある 5,079 63.4%  

 2 興味はない 2,928 36.6%  

  計 8,007 100.0%  

      

      

以下の SC７は、SC６で「１．興味はある」を選択した 5,079人が回答対象である。  

      

      

SC７  あなたは大学院への進学等に興味はありますか。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 興味はある 1,907 37.5%  

 2 興味はない 3,172 62.5%  

  計 5,079 100.0%  

      

      

以下の SC８は、SC７で「１．興味はある」を選択した 1,907人が回答対象である。  

      

      

SC８  あなたは神奈川県立保健福祉大学が構想中の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノ 

ベーション専攻修士課程（仮称）」を受験したいと思いますか。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 受験したい 800 42.0%  

 2 受験しない 1,107 58.0%  

  計 1,907 100.0%  

      

      

以下の Q1以降は、SC８で「１．受験したい」を選択した 800人が回答対象である。  
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Q１  神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士 

課程（仮称）」を受験したい理由をお答えください。（複数回答） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 800人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 教育内容に興味・関心があるから 483 60.4%  

 2 養成する人材像に共感できるから 202 25.3%  

 3 希望するキャリアに近づけるから 203 25.4%  

 4 少人数制の教育でじっくり学べるから 152 19.0%  

 5 神奈川県や近隣企業と連携しているから 120 15.0%  

 6 国際的に通用する学位（ＭＰＨ）が授与されるから 155 19.4%  

 7 その他 54 6.8%  

      

      

Q２  神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士 

課程（仮称）」で、特にどの分野の教育研究に関心がありますか。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 
公衆衛生の５領域（疫学、生物統計学、社会行動学、保健医療管理

学、環境保健学）に関する分野 
332 41.5%  

 2 保健医療政策や法律、医療機関のマネジメント 260 32.5%  

 3 創薬や新規治療技術の創造に関する専門知識や統計手法 91 11.4%  

 4 保健医療分野におけるビジネス戦略や、アントレプレナーシップ 117 14.6%  

  計 800 100.0%  

      

      

Q３  神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士 

課程（仮称）」の特長の中で、興味があるものを教えてください。（複数回答） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 800人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 
主に平日夜間や土曜で授業を実施し、一部Ｅラーニングでの受講も

可能とするなど、働きながら学べるよう教育環境を配慮されている点 
446 55.8%  

 2 
通常２年での修了を、３～４年でも可能とする長期履修制度を導入さ

れる点 
356 44.5%  

 3 経験豊富な教員による、英語での授業も開講される点 188 23.5%  

 4 
少人数制によるメリットを活かして、大学院生一人ひとりを手厚くサ

ポートされる点 
204 25.5%  

 5 
神奈川県内の様々な企業・研究機関とフィールド実習や共同研究な

どで連携される点 
168 21.0%  



6 

 

      

Q４  あなたが将来活躍したいと考えるフィールドを教えてください。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 ビジネスパーソン 285 35.6%  

 2 公的機関の職員 197 24.6%  

 3 研究者 106 13.3%  

 4 保健医療機関の従事者、管理経営者 140 17.5%  

 5 その他 72 9.0%  

  計 800 100.0%  

      

      

Q５  神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士 

課程（仮称）」では、日本語・英語両方での授業実施を検討しています。英語で開講される講義へ 

の印象について教えてください。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 自身の英語力に関わらず、積極的に履修したい 304 38.0%  

 2 英語力に自信はないが、出来る限り履修したい 340 42.5%  

 3 英語力に自信がないので、出来る限り履修しない 122 15.3%  

 4 その他 34 4.3%  

  計 800 100.0%  

      

      

Q６  海外からの留学生が参画する環境について、あなたの考えを教えてください。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 非常によいと思う 310 38.8%  

 2 よいと思う 337 42.1%  

 3 やや不安に思う 107 13.4%  

 4 不安に思う 46 5.8%  

  計 800 100.0%  
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Q７－１ 現在のあなたのＴＯＥＩＣ（Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ ＆ Ｒｅａｄｉｎｇ Ｔｅｓｔ）スコアを教えてください。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 １０～３９５ 36 4.5%  

 2 ４００～４９５ 63 7.9%  

 3 ５００～５９５ 105 13.1%  

 4 ６００～６９５ 141 17.6%  

 5 ７００～７９５ 82 10.3%  

 6 ８００～８９５ 66 8.3%  

 7 ９００～９９０ 33 4.1%  

 8 受験したことがない 274 34.3%  

  計 800 100.0%  

      

      

Q７－２ 現在のあなたのＴＯＥＦＬ（ｉＢＴ）のトータルスコアを教えてください。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 ０～４９ 16 2.0%  

 2 ５０～５５ 8 1.0%  

 3 ５６～６０ 14 1.8%  

 4 ６１～６５ 30 3.8%  

 5 ６６～７０ 48 6.0%  

 6 ７１～７５ 45 5.6%  

 7 ７６～８０ 32 4.0%  

 8 ８１～８５ 28 3.5%  

 9 ８６～９０ 21 2.6%  

 10 ９１～９５ 15 1.9%  

 11 ９６～１００ 8 1.0%  

 12 １００～１２０ 18 2.3%  

 13 受験したことがない 517 64.6%  

  計 800 100.0%  

      

  



8 

 

Q８  あなたが大学院の科目の中で短期間のフィールド実習を受講するとした場合、希望する実習先に 

ついて教えてください。（複数回答） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 800人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 企業（国内） 407 50.9%  

 2 企業（海外） 158 19.8%  

 3 公的機関（国内） 333 41.6%  

 4 公的機関（海外） 140 17.5%  

 5 研究機関（国内） 237 29.6%  

 6 研究機関（海外） 96 12.0%  

 7 医療関連施設（国内） 189 23.6%  

 8 医療関連施設（海外） 87 10.9%  

 9 その他 58 7.3%  

      

      

Q９  あなたが特に関心のある分野について、教えてください。（複数回答） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 800人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 疫学 208 26.0%  

 2 生物統計学 187 23.4%  

 3 社会行動科学 240 30.0%  

 4 環境保健学 187 23.4%  

 5 保健医療管理学 187 23.4%  

 6 ビジネス戦略 195 24.4%  

 7 ヘルスケアテクノロジー 193 24.1%  

 8 データサイエンス 131 16.4%  

 9 防災 106 13.3%  

 10 都市計画 143 17.9%  

 11 母子保健 84 10.5%  

 12 レギュラトリーサイエンス 46 5.8%  

 13 国際保健 99 12.4%  

 14 医療政策 129 16.1%  

 15 栄養・食品 165 20.6%  

 16 プレゼンテーション 89 11.1%  
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 17 リーダーシップ論 81 10.1%  

 18 バイオデザイン 70 8.8%  

 19 その他 53 6.6%  

      

      

Q10  あなたは神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション 

専攻修士課程（仮称）」に合格した場合、入学したいですか。 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 合格した場合、入学したい 551 68.9%  

 2 合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい 249 31.1%  

  計 800 100.0%  
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３ 集計結果のポイント 
※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100.0％

と一致しない。 

 

● 全回答者のうち、10％にあたる 800人が受験意欲を示す。 

 

本調査はインターネットを利用し、神奈川県および東京都に居住する社会人を対象にア

ンケートを実施した。回答者は①22歳から 59歳、②最終学歴が大学卒および大学院卒、③

居住地が神奈川県もしくは東京都、以上の条件に適合した 8,007人である。なお、8,007人

を職業別でみると、「会社勤務（一般社員）」がもっとも多く、40.9％にあたる 3,275人とな

っている。それ以外では、「会社員勤務（管理職）」で 945人（11.8％）、「専業主婦」で 829

人（10.4％）の割合が高い構成となっている。 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベー

ション専攻修士課程（仮称）への受験意欲をより明確にするため、回答者 8,007人には、“健

康の増進”や“疾病の予防”等に関する学問に興味があるか質問したところ、63.4％にあた

る 5,079 人が「興味はある」と回答した。この 5,079 人には、大学院進学への興味につい

て質問したが、5,079人のうち、37.5％にあたる 1,907人が「興味がある」と回答した。さ

らに、この 1,907 人に対して神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院ヘルスイノベーシ

ョン研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）への受験意欲を質問したところ、

1,907人のうち、42.0％にあたる 800人が「受験したい」と回答しており、全回答者 8,007

人の 10.0％にあたる回答者から受験意欲を示す回答が得られた。 

 

グラフ 回答者の職業（「SC3」結果より） 
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会社勤務（一般社員）

会社勤務（管理職）

会社経営者・役員

公務員・教職員・非営利団体職員

医師・獣医師

薬剤師

看護師・保健師・助産師

その他の医療職

医療機関の事務職

派遣社員・契約社員

自営業（商工サービス）

ＳＯＨＯ

農林漁業

専門職（弁護士・税理士等）

パート・アルバイト

専業主婦

大学生・大学院生

無職

その他の職業
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“健康の増進”や“疾病の予防”
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グラフ 神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院への受験意欲 （「SC８」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 受験を希望する理由として、「教育内容に興味・関心があるから」を選択。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を受験したいと回答した 800 人に、その理由

について質問したところ、60.4％にあたる 483 人が「教育内容に興味・関心があるから」

と回答し、選択肢の中で回答が目立った。（複数回答の結果） 

 

グラフ 受験を希望する理由（「Q1」結果より）※複数回答の結果、回答の多い順 
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教育内容に興味・関心があるから
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● 興味ある教育研究は、「公衆衛生の 5領域」と「政策や法律、マネジメント」。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院の教育研究分野として、41.5％にあたる 332

人が「公衆衛生の５領域に関する分野」、32.5％にあたる 260 人が「保健医療政策や法律、

医療機関のマネジメント」と回答し、4つの選択肢の中で、回答が目立った。 

 

グラフ 興味ある教育研究（「Q2」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 興味ある特長に、約半数が「教育環境への配慮」と「長期履修制度の導入」を選択。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を受験したいと回答した 800 人に、興味ある

特長を質問したところ、446人（55.8％）が「主に平日夜間や土曜で授業を実施し、一部Ｅ

ラーニングでの受講も可能とするなど、働きながら学べるよう教育環境を配慮されている

点」、356 人（44.5％）が「通常２年での修了を、３～４年でも可能とする長期履修制度を

導入される点」を回答し、5つの選択肢の中で、回答が目立った。（複数回答の結果） 

 

グラフ 興味ある特長（「Q3」結果より）※複数回答の結果、回答の多い順 
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● 約 3割が、将来活躍したい場として「ビジネスパーソン」と「公的機関の職員」を選択。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を受験したいと回答した 800 人に、将来活躍

したいフィールドを質問したところ、35.6％にあたる 285人が「ビジネスパーソン」。24.6％

にあたる 197人が「公的機関の職員」と回答し、4つの選択肢の中で、回答が目立った。 

 

グラフ 将来活躍したいフィールド（「Q4」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 8割が英語で開講される講義を「履修したい」と回答。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を受験したいと回答した 800 人のうち、英語

で開講される講義への印象として、304人（38.0％）が「自身の英語力に関わらず、積極的

に履修したい」、340 人（42.5％）が「英語力に自信はないが、出来る限り履修したい」と

回答し、全体の 80.5％が履修したい意向を示した。 

 

グラフ 英語で開講される講義への印象（「Q5」結果より） 
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で、出来る限り履修しない, 

122人, 15.3%
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● 8割が、海外留学生が参画する環境について、「良い」と回答。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を受験したいと回答した 800 人のうち、海外

留学生が参画する環境について、310人（38.8％）が「非常によいと思う」、337人（42.1％）

が「よいと思う」と回答し、全体の 80.9％が好感を示した。 

 

グラフ 海外留学生が参画する環境への印象（「Q6」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 約 3割が関心のある分野として、「社会行動科学」と「疫学」を選択。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を受験したいと回答した 800 人に、特に関心

のある分野を複数回答にて質問したところ、240 人（30.0％）が「社会行動科学」、208 人

（26.0％）が「疫学」を選択し、19の選択肢の中で回答が目立った。また、「保健医療管理

学」、「環境保健学」、「生物統計学」も 20％以上の回答があり、公衆衛生の 5領域が上位に

固まった。それ以外では、「ビジネス戦略」、「ヘルスケアテクノロジー」、「栄養・食品」へ

の回答が目立っている。 

 

グラフ 受験意欲を示した回答者が関心のある分野 （「Q9」結果より） 
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● 神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院に、511人が「入学したい」と回答。 

 

神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院を受験したいと回答した 800人のうち、68.9％

にあたる 551 人が「合格した場合、入学したい」と回答し、入学意欲を示す回答が得られ

た。また、入学意欲を示した 551 人を年齢別でみると、様々な年齢層が入学意欲を示して

いる。特に、回答者全体の年齢の割合と比べ、入学意欲を示した 22 歳から 45 歳までの割

合が高くなっている。 

 

グラフ 神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院への入学意欲（「Q10」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ 年齢別・神奈川県立保健福祉大学が構想中の大学院への入学意欲（「SC3」と「Q10」結果より） 

 

 

年齢 

回答者全体 合格した場合、入学したい 
併願大学の結果に 

よっては入学したい 

 

 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比  

 22～25歳 443 5.5% 32 5.8% 23 9.2%  

 26～30歳 982 12.3% 72 13.1% 47 18.9%  

 31～35歳 1,159 14.5% 94 17.1% 45 18.1%  

 36～40歳 1,335 16.7% 97 17.6% 38 15.3%  

 41～45歳 992 12.4% 81 14.7% 36 14.5%  

 46～50歳 1,207 15.1% 70 12.7% 27 10.8%  

 51～55歳 1,058 13.2% 65 11.8% 24 9.6%  

 56～59歳 831 10.4% 40 7.3% 9 3.6%  

 合計 8,007 100.0% 551 100.0% 249 100.0%  

 

以上の結果より、神奈川県立保健福祉大学が平成 31年（2019年）4月に構想中である

「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」の学生

確保の見通しは、調査対象とした社会人より一定の入学意欲を示す回答を得たため、十分

に可能であると判断できる。 
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対象外条件  < 22 または  > 59 （即時回答終了）

対象外条件 (  = 「1. 中学卒」 ～ 「5. 高専卒」 ) または  = 「8. 上記以外」 （即時回答終了）

対象外条件  ≠ 「13. 東京都」 , 「14. 神奈川県」 （即時回答終了）

対象外条件  = 「2. 興味はない」 （即時回答終了）

対象外条件  = 「2. 興味はない」 （即時回答終了）

対象外条件  = 「2. 受験しない」 （即時回答終了）

必須設定 回答必須

アンケート画面開始

Page 1

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

男性

女性

0 50 100(%)

あなたの性別をお答えください。
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対象外条件  < 22 または  > 59 （即時回答終了）

必須設定 回答必須

回答制御 回答範囲「0～99」　に該当しない場合はアラートを表示

Page 2

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

- カテゴリ 1.歳

 歳

0 50 100(%)

あなたの年齢をお答えください。
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必須設定 回答必須

Page 3

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）
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公務員・教職員・非営利団体職員

医師・獣医師

薬剤師

看護師・保健師・助産師

その他の医療職

医療機関の事務職

派遣社員・契約社員

自営業(商工サービス)

SOHO

農林漁業

専門職(弁護士・税理士等)

パート・アルバイト

専業主婦

大学生・大学院生

無職

その他の職業

0 50 100(%)

あなたの職業をお答えください。



2017/12/4 ご⾃⾝に関するアンケート

file:///C:/Users/mi_takahashi/Desktop/141208/352636/html/page.html 4/8

必須設定 回答必須

対象外条件 (  = 「1. 中学卒」 ～ 「5. 高専卒」 ) または  = 「8. 上記以外」 （即時回答終了）

Page 4

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

中学卒

高校卒

専門学校卒

短大卒

高専卒

大学卒

大学院卒

上記以外

0 50 100(%)

あなたの最終学歴をお答えください。



2017/12/4 ご⾃⾝に関するアンケート

file:///C:/Users/mi_takahashi/Desktop/141208/352636/html/page.html 5/8

必須設定 回答必須

対象外条件  ≠ 「13. 東京都」 , 「14. 神奈川県」 （即時回答終了）

Page 5

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

---  

0 50 100(%)

あなたのお住まいをお答えください。



2017/12/4 ご⾃⾝に関するアンケート

file:///C:/Users/mi_takahashi/Desktop/141208/352636/html/page.html 6/8

必須設定 回答必須

対象外条件  = 「2. 興味はない」 （即時回答終了）

Page 6

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

興味はある

興味はない

0 50 100(%)

あなたは“健康の増進"や“疾病の予防"等に関する学問に興味はありますか。
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file:///C:/Users/mi_takahashi/Desktop/141208/352636/html/page.html 7/8

必須設定 回答必須

対象外条件  = 「2. 興味はない」 （即時回答終了）

Page 7

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

興味はある

興味はない

0 50 100(%)

あなたは大学院への進学等に興味はありますか。
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file:///C:/Users/mi_takahashi/Desktop/141208/352636/html/page.html 8/8

必須設定 回答必須

対象外条件  = 「2. 受験しない」 （即時回答終了）

Page 8

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

受験したい

受験しない

0 50 100(%)

あなたは神奈川県立保健福祉大学が構想中の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルス
イノベーション専攻修士課程(仮称)」を受験したいと思いますか。

javascript:WindowOpen('sc81.jpg');
javascript:WindowOpen('sc82.jpg');
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必須設定 回答必須

アンケート画面開始

Page 1

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

教育内容に興味・関心があるから

養成する人材像に共感できるから

希望するキャリアに近づけるから

少人数制の教育でじっくり学べるから

神奈川県や近隣企業と連携しているから

国際的に通用する学位(MPH)が授与されるから

その他

0 50 100(%)

神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻
修士課程(仮称)」を受験をしたい理由をお答えください。（いくつでも）

javascript:WindowOpen('q1_1.jpg');
javascript:WindowOpen('q1_2.jpg');


2017/12/4 ご⾃⾝に関するアンケート

file:///C:/Users/mi_takahashi/Desktop/141208/352637/html/page.html 2/12

必須設定 回答必須

Page 2

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

公衆衛生の5領域(疫学、生物統計学、社会行動学、保健医療管理学、環境保
健学)に関する分野

保健医療政策や法律、医療機関のマネジメント

創薬や新規治療技術の創造に関する専門知識や統計手法

保健医療分野におけるビジネス戦略や、アントレプレナーシップ

0 50 100(%)

神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻
修士課程(仮称)」で、特にどの分野の教育研究に関心がありますか。

javascript:WindowOpen('q1_1.jpg');
javascript:WindowOpen('q1_2.jpg');


2017/12/4 ご⾃⾝に関するアンケート
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必須設定 回答必須

Page 3

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

主に平日夜間や土曜で授業を実施し、一部Eラーニングでの受講も可能とする
など、働きながら学べるよう教育環境を配慮されている点

通常2年での修了を、3～4年でも可能とする長期履修制度を導入される点

経験豊富な教員による、英語での授業も開講される点

少人数制によるメリットを活かして、大学院生一人ひとりを手厚くサポートされる
点

神奈川県内の様々な企業・研究機関とフィールド実習や共同研究などで連携さ
れる点

0 50 100(%)

神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻
修士課程(仮称)」の特長の中で、興味があるものを教えてください。（いくつでも）

javascript:WindowOpen('q1_1.jpg');
javascript:WindowOpen('q1_2.jpg');
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file:///C:/Users/mi_takahashi/Desktop/141208/352637/html/page.html 4/12

必須設定 回答必須

Page 4

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

ビジネスパーソン

公的機関の職員

研究者

保健医療機関の従事者、管理経営者

その他

0 50 100(%)

あなたが将来活躍したいと考えるフィールドを教えてください。

javascript:WindowOpen('q1_1.jpg');
javascript:WindowOpen('q1_2.jpg');
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file:///C:/Users/mi_takahashi/Desktop/141208/352637/html/page.html 5/12

必須設定 回答必須

Page 5

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

自身の英語力に関わらず、積極的に履修したい

英語力に自信はないが、出来る限り履修したい

英語力に自信がないので、出来る限り履修しない

その他

0 50 100(%)

神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻
修士課程(仮称)」では、日本語・英語両方での授業実施を検討しています。

 英語で開講される講義への印象について教えてください。

javascript:WindowOpen('q1_1.jpg');
javascript:WindowOpen('q1_2.jpg');


2017/12/4 ご⾃⾝に関するアンケート

file:///C:/Users/mi_takahashi/Desktop/141208/352637/html/page.html 6/12

必須設定 回答必須

Page 6

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

非常によいと思う

よいと思う

やや不安に思う

不安に思う

0 50 100(%)

海外からの留学生が参画する環境について、あなたの考えを教えてください。



2017/12/4 ご⾃⾝に関するアンケート

file:///C:/Users/mi_takahashi/Desktop/141208/352637/html/page.html 7/12

必須設定 回答必須

Page 7

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

10～395

400～495

500～595

600～695

700～795

800～895

900～990

受験したことがない

0 50 100(%)

現在のあなたのTOEIC(Listening & Reading Test)スコアを教えてください。



2017/12/4 ご⾃⾝に関するアンケート
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必須設定 回答必須

Page 8

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

0～49

50～55

56～60

61～65

66～70

71～75

76～80

81～85

86～90

91～95

96～100

100～120

受験したことがない

0 50 100(%)

現在のあなたのTOEFL(iBT)のトータルスコアを教えてください。
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必須設定 回答必須

Page 9

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

企業(国内)

企業(海外)

公的機関(国内)

公的機関(海外)

研究機関(国内)

研究機関(海外)

医療関連施設(国内)

医療関連施設(海外)

その他

0 50 100(%)

あなたが大学院の科目の中で短期間のフィールド実習を受講するとした場合、希望する実習
先について教えてください。（いくつでも）

javascript:WindowOpen('q1_1.jpg');
javascript:WindowOpen('q1_2.jpg');
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必須設定 回答必須

Page 10

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

疫学

生物統計学

社会行動科学

環境保健学

保健医療管理学

ビジネス戦略

ヘルスケアテクノロジー

データサイエンス

防災

都市計画

母子保健

レギュラトリーサイエンス

国際保健

医療政策

栄養・食品

プレゼンテーション

リーダーシップ論

あなたが特に関心のある分野について、教えてください。（いくつでも）

javascript:WindowOpen('q1_1.jpg');
javascript:WindowOpen('q1_2.jpg');
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バイオデザイン

その他

0 50 100(%)
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必須設定 回答必須

Page 11

※回答中にブラウザの「戻る」を使用しないでください。（それまでの回答が無効になりますのでご注意ください）

0 50 100(%)

合格した場合、入学したい

合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい

0 50 100(%)

あなたは神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーシ
ョン専攻修士課程(仮称)」に合格した場合、入学したいですか。

javascript:WindowOpen('q1_1.jpg');
javascript:WindowOpen('q1_2.jpg');
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資料８ 

神奈川県立保健福祉大学院ヘルスイノベーション研究科 

プレ講座「Introduction to Health Innovation」参加者アンケートの結果 

 

〇 ご職業 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 会社員 21 47.7%  

 2 公務員・教職員・団体職員 5 11.4%  

 3 医師・獣医師 1 2.3%  

 4 薬剤師 1 2.3%  

 5 看護師・保健師・助産師 4 9.1%  

 6 大学生・大学院生 4 9.1%  

 7 その他 6 13.6%  

  無回答 2 4.5%  

  計 44 100.0%  

      

〇 年齢 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

  ～19歳 0 0.0%  

  20代 5 11.4%  

  30代 13 29.5%  

  40代 15 34.1%  

  50代 10 22.7%  

  60代 0 0.0%  

  70歳～ 1 2.3%  

  計 44 100.0%  

      

（１）本日の講義１の内容はいかがでしたか。（あてはまるもの一つに〇） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 とても満足した 12 27.3%  

 2 満足した 20 45.5%  

 3 普通 8 18.2%  

 4 あまり満足できなかった 3 6.8%  

 5 全く満足できなかった 1 2.3%  

  計 44 100.0%  
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（２）本日の講義２の内容はいかがでしたか。（あてはまるもの一つに〇） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 とても満足した 11 25.0%  

 2 満足した 16 36.4%  

 3 普通 8 18.2%  

 4 あまり満足できなかった 3 6.8%  

 5 全く満足できなかった 2 4.5%  

  無回答 4 9.1%  

  計 44 100.0%  

      

（３）本日のグループワークの内容はいかがでしたか。（あてはまるもの一つに〇） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 とても満足した 17 38.6%  

 2 満足した 14 31.8%  

 3 普通 6 13.6%  

 4 あまり満足できなかった 2 4.5%  

 5 全く満足できなかった 0 0.0%  

  無回答 5 11.4%  

  計 44 100.0%  

      

（４）本日のプレ講座の長さについて、どのように感じましたか。（あてはまるもの一つに〇） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 長く感じた 0 0.0%  

 2 やや長く感じた 6 13.6%  

 3 丁度よい長さ 30 68.2%  

 4 短く感じた 7 15.9%  

  無回答 1 2.3%  

  計 44 100.0%  
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（５）ヘルスイノベーション研究科では、国際的に活躍できる人材の育成を目指しており、日本語・英語両 

方での授業実施や、海外からの留学生が英語のみで修了できるコースの設置も検討しています。 

      
（５－１）あなたが学生であった場合、英語で開講される講義について、あてはまるもの一つに○をつけ 

て下さい。 
      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 自身の英語力に関わらず、積極的に履修したい 25 56.8%  

 2 英語力に自信はないが、出来る限り履修したい 15 34.1%  

 3 英語力に自信がないので、出来る限り履修しない 2 4.5%  

 4 その他 2 4.5%  

  計 44 100.0%  

      

（５－２）あなたが学生であった場合、海外からの留学生が参画する環境について、あてはまるもの一つ 

に〇をつけて下さい。 

       
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 非常によいと思う 26 59.1%  

 2 よいと思う 16 36.4%  

 3 やや不安に思う 2 4.5%  

 4 不安に思う 0 0.0%  

  計 44 100.0%  

      

（５－３）本日の２講義は英語で実施しました。英語の語学的な理解度について（講義の専門的な内容・ 

知識は除く）あてはまるもの一つに〇をつけて下さい。 
      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 全て理解できた 6 13.6%  

 2 おおむね理解できた 24 54.5%  

 3 あまり理解できなかった 10 22.7%  

 4 ほとんど理解できなかった 3 6.8%  

  無回答 1 2.3%  

  計 44 100.0%  

      

＊差支えなければ、現在のあなたの英語スコアを教えてください（TOEIC/TOEFL/IELTS 等）。 

      
 番号 記載内容 回答数 構成比  

  TOEIC350点 1 2.3%  

  TOEIC 590点 2 4.5%  

  TOEIC 610点 1 2.3%  

  TOEIC 680点 1 2.3%  
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  TOEIC 700点 1 2.3%  

  TOEIC 750点 1 2.3%  

  TOEIC 795点 1 2.3%  

  TOEIC 800点 2 4.5%  

  TOEIC 825点 1 2.3%  

  TOEIC 840点 1 2.3%  

  TOEIC 865点 1 2.3%  

  TOEIC 890点 1 2.3%  

  TOEIC 910点 1 2.3%  

  TOEIC 930点 1 2.3%  

  TOEIC 970点 1 2.3%  

  TOEFL 105点 1 2.3%  

  その他（受けたことなし/なし/0点/来月受験予定） 4 9.1%  

  無回答 22 50.0%  

  計 44 100.0%  

      

（６）ヘルスイノベーション研究科では、社会人が学びやすい環境を目指しており、平日夜間の授業や、 

必修科目の土曜日配置などを検討しています。 

      
（６－１）社会人の方にお聞きします。平日の勤怠終了後に通学する場合、ヘルスイノベーション研究科  

殿町キャンパスへの到着予定時刻はいつごろでしょうか。 

（殿町キャンパスへの所要時間：京急川崎駅から電車＋徒歩で約 30分程度） 

      
 番号 記載内容 回答数 構成比  

  18時 30分ごろ 4 9.1%  

  19時 00分ごろ 15 34.1%  

  19時 20分ごろ 1 2.3%  

  19時 30分ごろ 10 22.7%  

  20時 00分ごろ 5 11.4%  

  20時 30分ごろ 2 4.5%  

  無回答 7 15.9%  

  計 44 100.0%  

      

（６－２）あなたが望ましいと考える 1科目の授業時間及び期間について、あてはまるもの一つに○をつ 

けて下さい。 
      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 90分の授業を 15回 24 54.5%  

 2 135分の授業を 10回 6 13.6%  
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 3 どちらでも構わない 10 22.7%  

  無回答 4 9.1%  

  計 44 100.0%  

      

（６－３）あなたが学生であった場合、オンラインでの受講（e ラーニング）や、海外提携校による遠隔授業 

の実施について、あてはまるもの一つに○をつけて下さい。 
      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 非常によいと思う 24 54.5%  

 2 よいと思う 12 27.3%  

 3 やや不安に思う 5 11.4%  

 4 不安に思う 1 2.3%  

  無回答 2 4.5%  

  計 44 100.0%  

      

（７）あなたが大学院の科目の中で短期間のフィールド実習を受講するとした場合、希望する実習先につ 

いて、あてはまるもの全てに〇をつけて下さい。（重複回答可） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 44人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 企業（国内） 17 38.6%  

 2 企業（海外） 23 52.3%  

 3 公的機関（国内） 18 40.9%  

 4 公的機関（海外） 18 40.9%  

 5 研究機関（国内） 21 47.7%  

 6 研究機関（海外） 18 40.9%  

 7 医療関連施設（国内） 18 40.9%  

 8 医療関連施設（海外） 12 27.3%  

 9 その他 2 4.5%  

  無回答 1 2.3%  

      

      

（８）あなたが特に関心のある分野について、あてはまるもの全てに〇をつけて下さい。（重複回答可） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 44人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 疫学 17 38.6%  

 2 生物統計学 10 22.7%  
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 3 社会行動科学 25 56.8%  

 4 環境保健学 10 22.7%  

 5 保健医療管理学 22 50.0%  

 6 ビジネス戦略 19 43.2%  

 7 ヘルスケアテクノロジー 24 54.5%  

 8 データサイエンス 16 36.4%  

 9 防災 4 9.1%  

 10 都市計画 11 25.0%  

 11 母子保健 7 15.9%  

 12 レギュラトリーサイエンス 5 11.4%  

 13 国際保健 10 22.7%  

 14 医療政策 7 15.9%  

 15 栄養・食品 7 15.9%  

 16 プレゼンテーション 12 27.3%  

 17 リーダーシップ論 3 6.8%  

 18 バイオデザイン 3 6.8%  

 19 その他 0 0.0%  

      

（９）ご意見等ございましたらご自由にお書きください。 

 
 ※記載は割愛する。    

      

 

 

 



平成 29年 10月 13日（金） 

1 

神奈川県立保健福祉大学大学院 ヘルスイノベーション研究科 

プレ講座「Introduction to Health Innovation」参加者アンケート 

 

本日はプレ講座「Introduction to Health Innovation」にご参加いただき、誠にありがとうございました。今後の運営、及

び、ヘルスイノベーション研究科設置に向けた検討の参考にさせていただきますので、ご感想をお聞かせください。 

 

○ ご職業   １．会社員（職種：           ） ２．公務員・教職員・団体職員 

 ３．医師・獣医師 ４．薬剤師 

 ５．看護師・保健師・助産師 ６．大学生・大学院生 

 ７．その他（              ） 

○ 年齢   ～19 歳    20 代    30 代    40 代    50 代    60 代   70 歳～ 

 

(1) 本日の講義１（鄭先生）の内容はいかがでしたか。（あてはまるもの一つに○） 

1. とても満足した   2. 満足した   3. 普通   4. あまり満足できなかった   5. 全く満足できなかった 

 

理由や感想をお聞かせください。 

 

 

(2) 本日の講義２（竹内先生）の内容はいかがでしたか。（あてはまるもの一つに○） 

1. とても満足した   2. 満足した   3. 普通   4. あまり満足できなかった   5. 全く満足できなかった 

 

理由や感想をお聞かせください。 

 

 

(3) 本日のグループワークの内容はいかがでしたか。（あてはまるもの一つに○） 

1. とても満足した   2. 満足した   3. 普通   4. あまり満足できなかった   5. 全く満足できなかった 

 

理由や感想をお聞かせください。 

 

 

(4) 本日のプレ講座の長さについて、どのように感じましたか。 

 １．長く感じた    ２．やや長く感じた    ３．丁度よい長さ    ４．短く感じた 

 

(5) ヘルスイノベーション研究科では、国際的に活躍できる人材の育成を目指しており、日本語・英語両方での授業実施や、

海外からの留学生が英語のみで修了できるコースの設置も検討しています。 

 

 (5-1) あなたが学生であった場合、英語で開講される講義について、あてはまるもの一つに○をつけて下さい。 

１．自身の英語力に関わらず、積極的に履修したい ２．英語力に自信はないが、出来る限り履修したい 

３．英語力に自信がないので、出来る限り履修しない ４．その他（                       ） 

 

（つづく） 
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 (5-2) あなたが学生であった場合、海外からの留学生が参画する環境について、あてはまるもの一つに○をつけて下さい。 

 １．非常によいと思う    ２．よいと思う    ３．やや不安に思う    ４．不安に思う 

 

(5-3) 本日の２講義は英語で実施しました。英語の語学的な理解度について（講義の専門的な内容・知識は除く）あてはま

るもの一つに○をつけて下さい。 

 １．全て理解できた  ２．おおむね理解できた 

３．あまり理解できなかった ４．ほとんど理解できなかった 

  

 ＊差し支えなければ、現在のあなたの英語スコアを教えてください（TOEIC/TOEFL/IELTS 等）。 

  （                      点） 

 

(6) ヘルスイノベーション研究科では、社会人が学びやすい環境を目指しており、平日夜間の授業や、必修科目の土曜日配置

などを検討しています。 

 (6-1) 社会人の方にお聞きします。平日の勤怠終了後に通学する場合、ヘルスイノベーション研究科 殿町キャンパスへの

到着予定時刻はいつごろでしょうか。（殿町キャンパスへの所要時間：京急川崎駅から電車＋徒歩で約 30 分程度） 

 

（       時       分 ごろ） 

 

(6-2) あなたが望ましいと考える 1 科目の授業時間及び期間について、あてはまるもの一つに○をつけて下さい。 

 １．90 分の授業を 15 回   ２．135 分の授業を 10 回   ３．どちらでも構わない 

 

(6-3) あなたが学生であった場合、オンラインでの受講（e ラーニング）や、海外提携校による遠隔授業の実施について、

あてはまるもの一つに○をつけて下さい。 

１．非常によいと思う     ２．よいと思う    ３．やや不安に思う    ４．不安に思う 

 

(7) あなたが大学院の科目の中で短期間のフィールド実習を受講するとした場合、希望する実習先について、あてはまるもの

全てに○をつけて下さい。（重複回答可） 

１．企業（国内） ２．企業（海外） ３．公的機関（国内） ４．公的機関（海外） 

５．研究機関（国内） ６．研究機関（海外） ７．医療関連施設（国内） ８．医療関連施設（海外） 

９．その他（                                 ） 

 

(8) あなたが特に関心のある分野について、あてはまるもの全てに○をつけて下さい。（重複回答可） 

１．疫学 ２．生物統計学 ３．社会行動科学 ４．環境保健学 

５．保健医療管理学 ６．ビジネス戦略 ７．ﾍﾙｽｹｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ ８． データサイエンス 

９．防災 10．都市計画 11．母子保健 12．レギュラトリーサイエンス 

13．国際保健 14．医療政策 15．栄養・食品 16．プレゼンテーション 

17．リーダーシップ論 18．バイオデザイン  

19．その他（                                 ） 

 

(9) ご意見等ございましたらご自由にお書きください。 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力誠にありがとうございました。次回のご参加もお待ちいたしております。 



Q5

×

Q１０

回答数 構成比 回答数 構成比

1 自身の英語力に関わらず、積極的に履修したい 248 45.0% 56 22.5%

2 英語力に自信はないが、出来る限り履修したい 236 42.8% 104 41.8%

3 英語力に自信がないので、出来る限り履修しない 62 11.3% 60 24.1%

4 その他 5 0.9% 29 11.6%

合計 551 100.0% 249 100.0%

Q7-1

×

Q１０

回答数 構成比 回答数 構成比

1 １０～３９５ 31 5.6% 5 2.0%

2 ４００～４９５ 43 7.8% 20 8.0%

3 ５００～５９５ 80 14.5% 25 10.0%

4 ６００～６９５ 97 17.6% 44 17.7%

5 ７００～７９５ 55 10.0% 27 10.8%

6 ８００～８９５ 51 9.3% 15 6.0%

7 ９００～９９０ 24 4.4% 9 3.6%

8 受験したことがない 170 30.9% 104 41.8%

合計 551 100.0% 249 100.0%

Q7-2

×

Q１０

回答数 構成比 回答数 構成比

1 ０～４９ 14 2.5% 2 0.8%

2 ５０～５５ 7 1.3% 1 0.4%

3 ５６～６０ 13 2.4% 1 0.4%

4 ６１～６５ 24 4.4% 6 2.4%

5 ６６～７０ 33 6.0% 15 6.0%

6 ７１～７５ 33 6.0% 12 4.8%

7 ７６～８０ 24 4.4% 8 3.2%

8 ８１～８５ 20 3.6% 8 3.2%

9 ８６～９０ 16 2.9% 5 2.0%

10 ９１～９５ 11 2.0% 4 1.6%

11 ９６～１００ 7 1.3% 1 0.4%

12 １００～１２０ 13 2.4% 5 2.0%

13 受験したことがない 336 61.0% 181 72.7%

合計 551 100.0% 249 100.0%

資料９：神奈川県立保健福祉大学「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」
　　　　　入学意向に関するWEBアンケートのクロス集計　（英語で開講する講義への印象×入学意欲）

神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」では、日本語・英語両方での
授業実施を検討しています。英語で開講される講義への印象について教えてください。

あなたは神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」に合格した場合、入
学したいですか。

番号 選択項目

Ｑ10で
「合格した場合、入学したい」

Q10で
「合格した場合、併願大学の結果

によっては入学したい」

資料10：神奈川県立保健福祉大学「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」
　　　　　 入学意向に関するWEBアンケートのクロス集計　（英語スコア×入学意欲）

現在のあなたのＴＯＥＩＣ（Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　＆　Ｒｅａｄｉｎｇ　Ｔｅｓｔ）スコアを教えてください。

あなたは神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」に合格した場合、入
学したいですか。

番号 選択項目

Ｑ10で
「合格した場合、入学したい」

Q10で
「合格した場合、併願大学の結果

によっては入学したい」

現在のあなたのＴＯＥＦＬ（ｉＢＴ）のトータルスコアを教えてください。

あなたは神奈川県立保健福祉大学の「大学院ヘルスイノベーション研究科ヘルスイノベーション専攻修士課程（仮称）」に合格した場合、入
学したいですか。

番号 選択項目

Ｑ10で
「合格した場合、入学したい」

Q10で
「合格した場合、併願大学の結果

によっては入学したい」
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